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45
記
紀
天
の
岩
戸
神
話
の
真
実
森
武
夫
専
修
大
学
名
誉
教
授
一
天
の
岩
戸
神
話
神
話
と
い
う
と
、
今
日
の
目
か
ら
見
る
と
、
と
か
く
信
憑
性
の
な
い
荒
唐
無
稽
な
出
来
事
が
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
感
ず
る
人
も
少
な
く
な
い
と
思
わ
れ
る
。『
古
事
記
』
の
神
話
も
例
外
で
は
な
い
。
そ
の
多
く
が
本
当
だ
と
は
誰
も
思
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
現
に
何
人
か
の
学
者
は
架
空
の
話
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
神
話
は
、
自
分
達
の
存
在
す
る
ル
ー
ツ
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
イ
を
求
め
る
こ
と
で
、
ま
た
神
話
を
持
つ
と
い
う
こ
と
は
、
文
化
を
も
つ
か
な
り
ま
と
ま
っ
た
集
団
で
あ
っ
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。
あ
の
時
代
の
人
が
何
を
根
拠
に
あ
の
よ
う
な
話
を
作
っ
た
の
か
を
考
え
て
み
る
こ
と
は
意
義
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
天
岩
戸
神
話
を
中
心
に
幾
つ
か
の
手
掛
か
り
を
も
と
に
考
え
て
み
た
い
。
天
岩
戸
神
話
は
、『
古
事
記
』（
七
一
二
年
）
や
『
日
本
書
記
』（
七
二
〇
年
）
と
、
そ
の
『
一
書
第
一
か
ら
第
三
』
の
他
、『
古
語
拾
専修人文論集９７号
45-92, 2015
専修人文論集９７号 46
遺
』（
八
〇
七
年
）、
偽
書
と
さ
れ
る
平
安
初
期
の
『
皇
太
神
宮
儀
式
帳
』（
八
〇
四
年
）、『
神
祇
本
紀
（
先
代
旧
事
本
紀
巻
第
二
）』
（
九
世
紀
）
な
ど
が
あ
る
。
異
話
が
沢
山
あ
る
こ
と
は
、
話
を
収
集
し
た
と
き
は
、
話
が
で
き
た
時
か
ら
か
な
り
時
間
が
経
っ
て
、
語
り
継
ぐ
う
ち
に
変
容
し
た
も
の
も
あ
る
だ
ろ
う
し
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
一
部
は
作
り
変
え
た
も
の
も
あ
る
事
を
う
か
が
わ
せ
る
。
中
部
（
戸
隠
）、
近
畿
、
中
国
、
四
国
、
九
州
、
沖
縄
に
は
天
岩
戸
神
社
や
、
天
岩
屋
、
天
岩
戸
と
称
す
る
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
論
外
と
し
て
、
こ
の
神
話
に
は
多
く
の
説
が
あ
る
。
渡
来
話
説
（
大
林
太
良
）、
星
座
神
話
説
（
勝
俣
隆
）、
死
と
再
生
説
（
織
田
尚
生
、
西
郷
信
綱
）、
ア
マ
テ
ラ
ス
＝
卑
弥
呼
説
（
井
沢
元
彦
）、
火
山
説
（
寺
田
寅
彦
）、
黄
砂
（
霾
）
説
（
斎
藤
国
治
）、
冬
至
祭
祀
説
（
松
村
武
雄
）、
冬
至
の
陽
光
復
活
儀
式
説
（
折
口
信
夫
）
な
ど
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
松
村
武
雄
は
、
著
書
の
中
で
久
松
潜
一
の
暴
風
雨
説
、
高
山
樗
牛
の
民
族
闘
争
説
、
中
山
悦
次
の
善
神
邪
神
葛
藤
説
、
荒
木
俊
馬
の
日
食
説
、
鈴
木
譲
の
死
霊
憑
宿
避
忌
説
、
細
川
亀
市
の
日
神
蘇
生
神
事
説
、
田
中
冶
五
平
の
日
招
祭
説
、
出
口
米
吉
の
原
始
宗
教
と
し
て
の
太
陽
崇
拝
説
、
武
田
祐
吉
の
暴
風
神
遂
祭
説
、
土
居
光
知
の
死
者
の
魂
を
誘
い
戻
す
話
な
ど
を
紹
介
し
て
い
る
。
二
天
の
岩
戸
日
食
説
長
い
間
に
ど
こ
の
国
で
も
皆
既
日
食
の
経
験
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
皆
既
日
食
の
威
容
は
、
古
代
人
に
は
不
安
、
恐
怖
、
驚
愕
、
不
吉
感
な
ど
を
も
た
ら
す
凶
事
と
う
つ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
天
岩
戸
神
話
の
内
容
は
、
実
際
の
日
食
観
察
を
基
に
作
ら
れ
た
こ
と
は
間
違
い
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な
い
と
考
え
る
。
天
岩
戸
神
話
に
つ
い
て
、
す
で
に
江
戸
時
代
の
儒
学
者
の
荻
生
徂
徠
（
一
六
六
六
―
一
七
二
八
）
は
『
南
留
別
志
』
の
中
で
「
日
の
神
の
天
磐
石
に
こ
も
り
た
ま
ひ
し
と
い
ふ
は
日
食
の
事
な
り
。
諸
神
の
神
楽
を
奏
せ
し
と
い
ふ
は
、
日
食
を
救
ふ
わ
ざ
な
る
べ
し
」
と
述
べ
て
い
る
。
本
居
宣
長
（
一
七
三
〇
―
一
八
〇
一
）
は
、『
古
事
記
伝
』
な
ど
で
天
照
大
神
は
太
陽
で
、
か
つ
万
世
一
系
の
皇
統
の
祖
で
あ
る
と
唱
え
、「
日
の
神
の
隠
り
せ
る
な
れ
ば
、
万
国
具
に
常
闇
な
り
し
こ
と
疑
い
な
し
」
と
し
、
上
田
秋
成
と
の
論
争
で
も
、
日
本
に
現
れ
た
日
の
神
が
万
国
を
照
ら
し
て
い
る
か
ら
、
天
照
大
神
が
天
の
岩
戸
に
隠
れ
た
時
は
、
中
国
や
イ
ン
ド
で
も
暗
く
な
っ
た
は
ず
と
論
じ
た
。皆
既
日
食
で
は
、
日
食
が
始
ま
る
と
き
が
第
一
接
触
で
あ
り
、
徐
々
に
あ
た
り
が
暗
く
な
る
。
鳥
は
集
団
で
帰
巣
を
始
め
、
動
物
が
吠
え
た
り
す
る
。
太
陽
が
月
に
す
っ
ぽ
り
と
隠
さ
れ
る
瞬
間
が
第
二
接
触
で
、
こ
こ
か
ら
皆
既
に
な
り
、
暗
く
な
っ
て
コ
ロ
ナ
が
見
え
る
し
、
明
る
い
星
が
見
え
る
。
平
安
時
代
（
九
七
五
年
）
に
京
都
で
見
ら
れ
た
皆
既
日
食
の
状
況
が
『
日
本
記
略
』
に
あ
る
。「
皆
既
で
空
は
墨
色
で
光
が
な
く
、
鳥
は
群
れ
に
な
っ
て
飛
び
、
星
が
見
え
た
」
と
あ
る
。
現
代
で
も
素
朴
な
民
族
で
は
光
を
取
り
戻
す
か
の
よ
う
に
鐘
な
ど
を
激
し
く
叩
い
て
祈
っ
た
り
す
る
。
古
代
人
に
と
っ
て
も
皆
既
日
食
を
見
た
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
ら
、
た
と
え
数
分
の
闇
で
も
こ
の
異
様
な
光
景
を
始
め
て
目
に
し
た
と
き
、
人
々
は
強
い
恐
怖
感
を
抱
い
た
で
あ
ろ
う
。
不
測
の
闇
は
よ
く
な
い
こ
と
が
起
こ
る
こ
と
を
心
配
し
、
鐘
な
ど
を
た
た
い
て
光
を
妨
げ
る
も
の
を
払
お
う
と
し
た
り
、
祈
り
の
儀
式
を
し
た
り
し
た
だ
ろ
う
。
こ
こ
か
ら
高
天
の
原
で
も
、
星
の
ま
た
た
き
を
神
々
の
相
談
と
し
、
長
鳴
き
鶏
を
鳴
か
せ
た
ら
明
る
さ
が
戻
る
と
考
え
、
祭
礼
や
踊
り
を
し
た
の
だ
ろ
う
。
コ
ロ
ナ
は
表
現
さ
れ
て
な
い
が
、
穴
か
ら
光
が
洩
れ
て
い
る
と
見
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た
か
も
し
れ
な
い
。
第
二
接
触
の
直
前
と
、
太
陽
が
再
び
月
の
影
か
ら
姿
を
表
す
第
三
接
触
の
直
後
に
は
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
リ
ン
グ
と
い
っ
て
、
太
陽
が
少
し
顔
を
出
し
て
い
る
と
き
の
光
が
ダ
イ
ヤ
の
よ
う
に
光
り
、
辛
う
じ
て
光
っ
て
い
る
コ
ロ
ナ
が
リ
ン
グ
の
よ
う
に
見
え
る
現
象
が
あ
る
（
図
１
）。
こ
れ
を
、
鏡
を
さ
し
出
し
た
と
き
、
ア
マ
テ
ラ
ス
が
何
事
か
と
い
ぶ
か
っ
て
戸
を
少
し
開
け
た
と
こ
ろ
、
鏡
に
自
分
の
姿
を
写
さ
れ
（『
古
事
記
』
の
み
）、
さ
ら
に
よ
く
見
よ
う
と
戸
を
開
け
た
時
を
見
立
て
た
の
だ
ろ
う
。
タ
ヂ
カ
ラ
オ
が
戸
を
開
け
た
と
い
う
の
は
、
ま
さ
に
第
三
接
触
か
ら
の
状
況
で
あ
る
。
生
光
を
自
分
の
姿
が
鏡
に
写
さ
れ
た
と
描
写
し
た
と
こ
ろ
は
秀
逸
と
い
え
る
。
光
を
取
り
戻
し
た
と
き
、
何
か
強
い
力
が
働
い
て
戸
の
よ
う
な
も
の
が
開
か
れ
た
よ
う
に
感
じ
た
か
も
し
れ
な
い
。
日
本
の
神
話
の
一
部
は
、
た
と
え
元
に
な
る
話
は
流
入
さ
れ
た
も
の
で
、
ど
こ
か
の
神
話
の
焼
き
直
し
だ
と
し
て
も
、
天
岩
戸
神
話
は
、
供
述
心
理
学
的
に
み
る
と
描
写
が
日
食
時
の
事
実
と
矛
盾
し
な
い
し
、
具
体
的
、
写
実
的
で
、
細
か
い
月刊天文 ２００６年６月号より
図１
皆既の背後にダイヤモンドリングがある。
右下の三日月状のものは幾尽、如鉤の状態である。
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点
の
描
写
が
す
ぐ
れ
て
い
て
臨
場
感
す
ら
あ
り
、
日
本
的
独
自
性
が
あ
る
。
そ
こ
か
ら
日
本
在
住
者
が
実
際
の
日
食
・
自
然
観
察
に
よ
り
、
生
ま
れ
た
神
話
だ
と
考
え
て
も
不
自
然
で
は
な
い
内
容
で
あ
る
。
天
岩
戸
神
話
は
、
高
天
の
原
系
の
神
話
と
さ
れ
る
が
、
時
期
や
出
所
が
不
明
な
神
話
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
現
代
の
知
識
か
ら
、
実
際
に
い
つ
の
（
時
期
）
ど
の
よ
う
な
現
象
を
題
材
に
し
た
の
か
を
絞
る
こ
と
か
ら
手
が
け
て
い
き
た
い
。
そ
も
そ
も
神
話
は
、
あ
ち
こ
ち
の
伝
え
を
一
つ
に
繋
ぎ
合
わ
せ
た
と
思
わ
れ
る
た
め
に
、
全
体
と
し
て
は
一
つ
の
時
代
に
絞
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
、
頭
に
お
い
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
三
天
文
学
的
誤
差
の
問
題
と
こ
れ
か
ら
の
研
究
資
料
天
文
学
的
な
計
算
は
、
日
・
月
食
、
惑
星
食
な
ど
は
秒
以
下
の
単
位
で
正
確
で
あ
る
し
、
惑
星
に
ロ
ケ
ッ
ト
を
飛
ば
し
、
惑
星
の
衛
星
を
近
写
し
た
り
、
小
惑
星
に
着
陸
す
る
な
ど
、
各
種
の
予
報
、
予
測
の
中
で
も
精
度
の
高
い
も
の
で
あ
る
。
も
し
、
地
球
の
自
転
が
一
定
不
変
で
、
月
の
運
行
も
現
在
と
全
く
変
わ
ら
な
い
と
す
れ
ば
、
昔
の
日
食
を
計
算
す
る
こ
と
は
容
易
な
よ
う
に
見
え
る
。
第
二
次
大
戦
ま
で
は
地
球
の
自
転
が
最
も
正
し
い
時
計
で
、
時
刻
も
一
秒
も
自
転
を
も
と
に
し
て
い
た
（
天
文
時
ま
た
は
暦
表
時
）。
こ
れ
を
用
い
て
、
西
暦
一
年
こ
ろ
の
日
食
を
現
在
の
時
間
や
月
の
動
き
で
計
算
す
る
と
、
時
間
に
し
て
二
時
間
ほ
ど
、
経
度
に
し
て
三
〇
度
近
く
ず
れ
て
し
ま
う
。
実
は
一
九
世
紀
の
終
わ
り
こ
ろ
に
も
、
日
食
が
ど
こ
で
見
ら
れ
た
か
の
記
録
の
経
度
の
ず
れ
か
ら
自
転
の
変
動
が
あ
る
こ
と
が
気
づ
か
れ
て
い
た
。
現
在
で
は
セ
シ
ゥ
ム
原
子
時
計
を
基
準
に
時
刻
を
定
め
て
い
る
（
協
定
世
界
時
ま
た
は
原
子
時
）。
こ
の
結
果
地
球
自
転
は
少
し
ず
専修人文論集９７号 50
つ
遅
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、
こ
の
ず
れ
を
調
整
す
る
た
め
に
不
定
期
に
年
に
一
秒
と
か
二
秒
の
閏
秒
を
い
れ
て
い
る
。
地
球
の
自
転
（
一
日
の
時
間
）
が
段
々
と
遅
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
年
輪
、
日
輪
の
あ
る
五
〜
六
億
年
前
の
サ
ン
ゴ
の
化
石
に
は
一
年
が
四
〇
〇
日
だ
っ
た
こ
と
に
も
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
原
子
時
計
の
デ
ー
タ
は
ま
だ
一
世
紀
に
も
満
た
な
い
の
で
、
遠
い
将
来
と
か
過
去
に
延
長
し
て
適
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
た
め
、
今
日
の
月
と
太
陽
の
デ
ー
タ
を
用
い
て
も
、
古
代
の
日
食
の
計
算
は
不
可
能
で
あ
る
。
一
八
八
七
年
に
オ
ッ
ポ
ル
ツ
ァ
ー
が
B
C
一
二
〇
七
年
か
ら
A
D
二
一
六
三
年
の
『
日
月
食
宝
典
』
を
発
表
し
た
。
ほ
か
に
も
、
数
名
の
学
者
が
世
界
、
ま
た
は
局
部
の
紀
元
前
か
ら
の
日
食
を
計
算
し
、
発
表
し
て
い
る
。
古
典
的
方
法
で
は
、
日
食
計
算
の
各
天
文
研
究
者
た
ち
は
、
研
究
者
に
よ
っ
て
補
正
の
仕
方
は
違
っ
て
い
る
が
、
古
代
の
確
か
な
記
録
の
日
食
と
の
照
合
か
ら
「
太
陰
の
長
年
加
速
度
」
と
い
う
よ
う
な
実
験
的
補
正
項
を
設
け
る
仕
方
な
ど
で
過
去
、
未
来
の
世
紀
の
日
食
を
計
算
し
て
き
た
。
渡
辺
敏
夫
（
以
下
W
）
は
古
典
的
方
法
に
よ
っ
て
、
古
代
中
国
『
春
秋
』
に
記
録
さ
れ
た
魯
の
曲
阜
（
以
下
地
名
は
現
在
名
）
で
見
ら
れ
た
古
い
日
食
、
す
な
わ
ち
B
C
七
〇
九
年
七
月
一
七
日
、
B
C
六
〇
一
年
九
月
二
〇
日
と
、
B
C
五
四
九
年
六
月
一
九
日
、
漢
時
代
に
長
安
、
洛
陽
で
記
録
さ
れ
た
日
食
、
B
C
一
八
一
年
三
月
四
日
、
A
D
六
五
年
一
二
月
一
六
日
の
五
つ
の
日
食
に
つ
い
て
、
シ
ョ
ッ
ホ
、
シ
ョ
ッ
ホ
―
ノ
イ
ゲ
ン
バ
ウ
ワ
ー
、
オ
ッ
ポ
ル
ツ
ァ
ー
、
ブ
ラ
ウ
ン
ら
の
式
の
適
合
性
を
比
較
研
究
し
た
結
果
、
ブ
ラ
ウ
ン
を
除
い
て
、
他
の
研
究
者
の
も
の
は
小
さ
い
誤
差
の
範
囲
で
一
致
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
検
討
の
上
、
渡
辺
は
シ
ョ
ッ
ホ
の
式
を
採
用
し
、
B
C
七
九
七
年
か
ら
A
D
一
八
九
八
年
ま
で
の
東
洋
地
区
で
の
『
日
食
・
月
食
宝
典
』
を
公
刊
し
た
。
W
の
方
式
は
今
で
は
古
い
が
、
そ
れ
な
り
の
価
値
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
以
後
も
必
要
に
応
じ
て
引
用
す
る
。
ド
イ
ツ
の
メ
ー
ウ
ス
ら
（
以
下
M
）
が
一
九
八
三
年
に
出
し
た
『
日
食
宝
典
』
で
は
、
地
球
回
転
の
遅
れ
か
ら
生
ず
る
現
代
の
時
間
と
、
隔
た
っ
た
時
点
で
の
時
間
の
ず
れ
を
Δ
T
（
調
整
時
間
）
と
し
て
採
用
し
、
B
C
二
〇
〇
四
年
か
ら
A
D
二
五
二
六
年
の
簡
易
化
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さ
れ
た
ベ
ッ
セ
ル
日
食
要
素
（
日
食
計
算
の
基
礎
と
な
る
数
値
で
、
以
下
日
食
要
素
と
す
る
）
を
発
表
し
た
。
こ
の
本
で
は
Δ
T
の
根
拠
に
は
触
れ
て
い
な
い
し
、
経
路
図
は
直
径
二
セ
ン
チ
、
す
な
わ
ち
一
円
玉
大
の
地
球
に
描
か
れ
て
い
る
だ
け
で
、
経
路
の
計
算
表
は
な
い
。
英
国
の
ス
テ
ィ
ー
フ
ン
ソ
ン
ら
（
以
下
S
）
に
よ
る
と
、
今
日
の
デ
ー
タ
で
は
、
満
干
潮
や
地
球
内
の
摩
擦
な
ど
で
一
日
が
百
年
前
よ
り
〇
・
〇
〇
二
五
秒
、
二
千
年
前
よ
り
〇
・
〇
四
秒
長
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
だ
と
二
千
年
前
で
一
万
秒
も
狂
っ
て
く
る
。
地
球
自
転
の
減
速
に
よ
る
累
積
の
ず
れ
か
ら
は
、
過
去
の
回
転
が
早
い
の
で
、
今
日
の
回
転
で
計
算
す
る
よ
り
は
東
で
日
食
が
起
こ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
ア
ポ
ロ
計
画
の
レ
ー
ザ
ー
計
測
な
ど
か
ら
月
は
百
年
で
地
球
か
ら
約
三
・
五
メ
ー
ト
ル
ず
つ
遠
ざ
か
っ
て
い
る
の
で
、
軌
道
の
広
が
り
か
ら
ケ
プ
ラ
ー
の
第
三
法
則
に
よ
り
、
月
の
平
均
速
度
も
遅
く
な
っ
て
い
る
。
月
の
公
転
が
過
去
の
方
が
早
い
こ
と
か
ら
、
過
去
の
日
食
は
予
想
よ
り
西
で
起
こ
る
こ
と
に
な
る
。
S
は
こ
う
し
た
新
し
い
時
間
と
月
の
動
き
の
考
え
に
基
づ
き
、
ア
ラ
ブ
、
バ
ビ
ロ
ニ
ア
、
東
洋
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
の
古
代
の
日
食
、
月
食
の
記
録
を
参
照
し
て
Δ
T
、
Δ
L
（
月
黄
経
の
補
正
）
の
補
正
式
を
求
め
、
一
九
八
六
年
に
東
ア
ジ
ア
地
区
の
B
C
一
五
〇
〇
年
か
ら
A
D
一
九
〇
〇
年
ま
で
の
『
東
洋
日
食
地
図
譜
』（
以
下

と
す
る
）
で
、
東
洋
で
の
日
食
経
路
の
計
算
と
、
地
図
上
の
経
路
を
出
版
し
た
。
S
は
、
中
国
・
漢
（
前
漢
、
後
漢
）
の
B
C
二
〇
〇
か
ら
A
D
二
二
〇
年
の
日
食
記
録
と
対
照
し
、
皆
既
記
録
四
中
二
が
適
合
、
一
が
不
一
致
、
他
の
一
が
す
れ
す
れ
と
確
認
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
S
は
、
一
九
九
七
年
に
、『
歴
史
的
日
食
と
地
球
回
転
』（
以
下

）
と
い
う
本
で
こ
れ
と
は
違
う
時
間
調
整
の
理
論
を
発
表
し
、
あ
っ
さ
り
と
を
捨
て
て
し
ま
っ
た
。
S
の

は
、
世
界
の
古
く
か
ら
の
日
食
、
月
食
の
記
録
を
検
討
し
、
地
球
回
転
の
ず
れ
を
求
め
新
た
な
Δ
T
を
発
表
し
た
。

に
は
、
経
路
の
計
算
も
図
も
載
せ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
幸
い
わ
が
国
の
竹
迫
忍
が
、
こ
の
S
の
理
論
に
基
づ
い
て
、『E
m
apW
in
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V
ar
２
．１３；３
．０１
』（
以
下
「E
m
ap
」）
と
い
う
日
食
経
路
計
算
の
ソ
フ
ト
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
『
古
天
文
の
部
屋
』
の
中
で
発
表
し
て
い
る
。
こ
の
ソ
フ
ト
を
用
い
る
と
、
日
食
経
路
が
一
発
で
出
て
く
る
だ
け
で
な
く
、
経
路
の
推
算
、
任
意
の
場
所
で
の
時
刻
毎
の
食
分
、
高
度
、
皆
既
時
の
星
空
（
二
・
五
等
ま
で
）
な
ど
、
細
か
い
デ
ー
タ
が
出
て
く
る
便
利
な
も
の
で
、

の
Δ
T
を
用
い
、

の
描
画
版
と
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
Δ
T
を
変
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
ま
た
同
じ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
B
C
八
〇
〇
〇
年
か
ら
A
D
八
〇
〇
〇
年
ま
で
の
す
べ
て
の
日
食
計
算
の
た
め
の
日
食
要
素
も
発
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
誰
で
も
利
用
で
き
る
。
な
お
、
ア
ス
ト
ロ
ア
ー
ツ
社
の
『
エ
ク
リ
プ
ス
・
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
』（
以
下
『
日
食
ナ
ビ
』
と
す
る
）
で
は
、
経
路
の
描
画
の
他
、
ベ
ッ
セ
ル
要
素
を
入
れ
る
と
、
そ
の
日
食
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
る
。
ま
た
、
惑
星
の
光
度
は
、
同
社
の
『
ス
テ
ラ
・
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
五
〜
七
版
』
に
よ
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
を
用
い
て
天
岩
戸
日
食
を
探
そ
う
と
思
う
。
四
時
間
の
ず
れ
と
そ
の
補
正
太
陽
は
地
球
の
一
〇
九
倍
の
大
き
さ
が
あ
り
、
月
は
地
球
の
四
分
の
一
以
下
の
大
き
さ
で
あ
る
が
、
太
陽
は
地
球
か
ら
の
距
離
が
一
億
五
千
万
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
月
は
地
球
か
ら
の
距
離
が
三
十
八
万
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
な
の
で
、
見
か
け
の
大
き
さ
は
ほ
ぼ
同
じ
に
な
る
。
と
こ
ろ
で
一
定
点
か
ら
一
定
の
距
離
に
あ
る
天
体
の
軌
道
は
円
で
あ
り
、
二
定
点
か
ら
の
距
離
の
和
が
一
定
の
天
体
の
軌
道
は
楕
円
で
あ
る
。
月
は
地
球
の
周
り
を
円
に
近
い
楕
円
軌
道
で
回
っ
て
お
り
、
地
球
は
二
つ
の
定
点
の
内
の
一
つ
の
位
置
に
あ
る
か
ら
、
地
球
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に
近
い
と
き
は
三
十
五
万
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
余
、
遠
い
と
き
は
四
〇
万
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
余
に
な
り
、
僅
か
で
あ
る
が
大
き
く
見
え
た
り
、
小
さ
く
な
っ
た
り
す
る
。
地
球
も
太
陽
の
周
り
を
円
に
近
い
楕
円
軌
道
で
回
っ
て
い
る
の
で
、
僅
か
で
あ
る
が
大
き
さ
に
変
化
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
太
陽
が
小
さ
い
と
き
大
き
い
月
が
重
な
れ
ば
皆
既
日
食
に
な
り
、
太
陽
が
大
き
い
と
き
小
さ
い
月
が
重
な
れ
ば
金
環
日
食
に
な
る
。
ほ
と
ん
ど
同
じ
大
き
さ
だ
と
金
環
か
ら
皆
既
に
な
っ
た
り
、
逆
の
こ
と
も
あ
る
。
こ
れ
は
地
球
が
丸
い
た
め
距
離
が
違
っ
て
く
る
た
め
で
あ
る
。
皆
既
に
せ
よ
、
金
環
に
せ
よ
地
球
に
落
ち
た
月
の
丸
い
影
の
中
だ
か
ら
、
見
る
こ
と
の
で
き
る
場
所
に
は
広
さ
が
あ
り
、
同
じ
く
ら
い
の
幅
で
見
え
る
地
域
が
移
動
し
て
い
く
。
こ
の
経
路
は
、
平
面
の
地
図
で
は
湾
曲
し
て
描
か
れ
る
が
、
実
際
に
は
直
線
的
に
進
行
し
て
い
く
。
か
つ
て
は
地
球
の
自
転
速
度
は
一
定
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
た
め
子
午
儀
と
い
う
望
遠
鏡
で
真
南
を
通
過
す
る
星
を
観
測
し
て
時
計
の
方
を
修
正
し
て
い
た
。
ま
た
過
去
の
日
食
の
時
間
に
ず
れ
が
あ
る
の
は
、
月
の
黄
経
の
長
年
変
化
と
い
う
形
で
補
正
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
原
子
時
計
が
出
現
す
る
と
、
地
球
の
自
転
は
だ
ん
だ
ん
遅
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
、
自
転
速
度
を
一
定
と
す
る
と
き
と
誤
差
が
生
ず
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
つ
ま
り
地
球
回
転
が
遅
く
な
っ
て
い
る
分
、
現
代
の
時
計
で
計
算
す
る
よ
り
は
、
古
代
の
経
路
は
東
に
ず
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
時
間
的
に
補
正
す
る
の
が
Δ
T
（
以
下
秒
単
位
で
示
す
）
で
、
補
正
に
よ
っ
て
経
路
は
東
に
移
動
す
る
。
研
究
者
が
発
表
し
た
年
代
毎
の
Δ
T
は
表
１
の
通
り
で
あ
る
。
現
代
の
時
計
が
古
代
の
時
計
と
ど
の
く
ら
い
差
が
あ
る
か
を
調
べ
る
の
に
、
日
に
ち
と
観
察
地
が
揃
っ
て
い
る
日
食
記
録
を
用
い
る
方
法
が
あ
る
。
日
食
が
あ
っ
た
と
い
う
記
録
は
各
国
に
沢
山
あ
る
が
、
幸
い
中
国
に
は
国
名
が
変
わ
る
と
首
都
も
変
わ
る
が
、
紀
元
前
か
ら
日
に
ち
と
観
察
地
が
は
っ
き
り
し
た
記
録
が
残
っ
て
い
る
。
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表
２
は
斎
藤
国
治
ら
の
著
書
を
も
と
に
紀
元
前
八
世
紀
〜
紀
元
後
一
〇
世
紀
に
、
観
測
地
で
「
既
」
及
び
「
幾
既
（
盡
）」、「
如
鉤
」
な
ど
と
記
録
さ
れ
た
日
食
と
、「
既
」
と
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
が
計
算
上
「
既
」
に
該
当
す
る
（〔
〕
の
も
の
）
日
食
を
集
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
日
食
の
W
、
Ｍ
、
斉
藤
、

、「E
m
ap
」（
竹
迫
）
に
よ
る
食
分
（
欠
け
方
の
割
合
）
を
示
し
た
。
M
、

の
食
分
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
日
食
要
素
と
Δ
T
を
用
い
て
『
日
食
ナ
ビ
』
で
求
め
た
。
途
中
の
年
代
に
は
『
史
記
』、『
三
国
年
表
』
の
資
料
も
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
記
録
は
、
日
付
が
不
正
確
な
も
の
が
多
く
、
研
究
者
に
よ
っ
て
も
推
定
が
異
な
る
も
の
が
あ
る
の
で
表
か
ら
は
省
い
た
。
表
中
「
既
」
と
は
、
皆
既
、
金
環
の
両
方
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
、
日
付
の
r
は
金
環
日
食
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
r
t
は
金
環
か
ら
皆
既
に
変
わ
る
日
食
を
示
す
。
皆
既
の
場
合
の
食
分
は
一
以
上
に
な
る
の
で
判
別
で
き
る
が
、
金
環
で
は
一
以
下
の
た
め
部
分
日
食
と
区
別
で
き
な
い
の
で
、
計
算
上
完
全
に
金
環
状
態
に
な
っ
た
も
の
に
は
食
分
に
r
を
付
け
た
。
表
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
既
と
記
録
さ
れ
て
い
て
も
、
当
地
で
は
見
ら
れ
な
い
も
の
だ
っ
た
り
（
非
食
）、
ひ
ど
い
の
に
な
る
と
そ
の
日
に
地
球
上
の
ど
こ
に
も
日
食
が
な
か
っ
た
り
（
不
表１ ΔT表
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食
）
す
る
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
転
記
す
る
と
き
に
誤
っ
た
り
、
暦
の
写
し
だ
っ
た
り
、
観
察
の
誤
り
だ
っ
た
り
、
さ
ら
に
予
測
に
な
い
日
食
が
起
こ
る
と
天
文
官
が
処
刑
さ
れ
る
た
め
多
め
に
予
測
し
た
せ
い
だ
と
い
う
説
な
ど
が
あ
る
が
、
紀
元
前
の
も
の
に
は
な
い
の
で
、
お
そ
ら
く
観
測
に
よ
ら
ず
、
暦
法
の
発
達
か
ら
、
予
測
に
よ
っ
て
記
載
し
た
も
の
が
多
い
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
記
録
が
必
ず
し
も
信
頼
で
き
な
い
こ
と
も
、
頭
に
置
い
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
五
六
二
年
の
も
の
は
明
ら
か
に
皆
既
で
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
し
、
七
九
四
年
、
八
二
二
年
の
も
の
も
疑
わ
し
い
。
さ
ら
に
表
中
＊
と
あ
る
も
の
は
、『
漢
書
』、
正
式
に
は
『
漢
書
五
行
志
』
で
は
「
幾
既
（
尽
）」、「
如
鉤
」
と
あ
る
の
に
、『
漢
書
恵
帝
紀
（
B
C
一
八
八
年
）』、『
漢
書
昭
帝
紀
（
B
C
八
〇
年
）』、『
漢
書
成
帝
紀
（
B
C
二
八
年
）』
で
は
「
既
」
と
な
っ
て
い
る
。
同
様
に
『
後
漢
書
五
行
志
』
に
対
す
る
『
漢
書
安
帝
紀
（
A
D
一
二
〇
年
）』
や
、『
宋
書
五
行
志
』
お
よ
び
『
晋
書
天
文
志
』
に
対
す
る
『
晋
書
穆
帝
紀
（
A
D
三
六
〇
年
）』
で
は
「
既
」
に
な
っ
て
い
る
。
一
般
に
帝
紀
の
記
録
は
甘
い
傾
向
が
あ
る
。
二
四
三
年
、
七
五
六
年
の
も
主
た
る
出
典
は
帝
紀
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
記
録
に
「
既
」
と
あ
っ
て
も
全
部
が
信
用
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
「
幾
既
（
盡
）」、「
如
鉤
」
の
も
の
は
「
既
」
で
は
な
い
こ
と
は
確
実
と
思
わ
れ
る
が
、
基
準
は
不
明
で
あ
る
。
多
く
の
研
究
者
は
〇
・
九
以
上
と
み
て
い
る
。
全
体
と
し
て
、
な
ぜ
か
A
D
五
〇
〇
年
以
降
の
記
録
と
計
算
の
一
致
率
は
、
よ
く
な
い
感
じ
で
あ
る
。
日
食
の
と
き
、「
既
」
と
な
る
月
の
円
形
の
影
は
、
時
間
が
進
む
と
「
既
」
の
ま
ま
日
の
出
に
な
る
西
方
の
地
か
ら
「
既
」
の
ま
ま
日
没
に
な
る
東
方
の
地
へ
移
動
す
る
か
ら
、「
既
」
の
み
ら
れ
る
地
域
は
帯
状
に
続
い
て
い
く
。
こ
の
帯
の
北
側
を
北
限
、
南
側
を
南
限
と
い
う
。
古
代
の
あ
る
都
市
が
「
既
」
だ
っ
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
と
き
、
現
在
の
時
間
で
計
算
し
た
経
路
は
そ
の
都
市
よ
り
西
に
あ
る
か
ら
、
時
間
を
補
正
し
て
経
路
を
東
に
ず
ら
す
と
、「
既
」
の
北
限
が
都
市
（
点
と
し
て
考
え
る
）
に
接
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
時
の
補
正
時
間
と
、
南
限
が
接
す
る
補
正
時
間
の
間
を
こ
こ
で
は
E
区
間
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
と
、
記
録
が
正
し
い
限
り
、
当
時
の
正
し
い
Δ
T
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は
こ
の
E
区
間
の
間
に
あ
る
。
如
鉤
の
場
合
に
は
「
既
」に
な
る
E
区
間
を
も
た
な
い
の
で
正
し
い
Δ
T
は
食
分
〇
・
九
以
上
の
範
囲
の
中
か
外
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
資
料
が
沢
山
集
ま
れ
ば
、
各
年
代
の
正
し
い
Δ
T
が
わ
か
る
筈
で
あ
る
。
表
３
は
記
録
に
対
応
し
た
E
区
間
で
あ
る
。
研
究
者
間
の
違
い
は
採
用
し
た
潮
汐
項
な
ど
の
数
値
の
違
い
、
日
食
要
素
の
違
い
に
よ
る
も
の
で
、
図
の
上
で
は
微
小
な
差
で
あ
る
。
図
２
は
、
四
世
紀
か
ら
、
七
世
紀
ま
で
に
観
測
さ
れ
た
場
所
が
明
ら
か
で
既
、
如
鉤
と
さ
れ
た
記
録
の
あ
る
日
食
に
つ
い
て
、
表
３
に
あ
る
東
京
天
文
台
の
相
馬
充
が
中
国
と
そ
の
他
の
国
の
既
の
記
録
か
ら
計
算
し
た
E
区
間
と
、「
如
鉤
」
の
Δ
T
（
矢
印
）
を
実
線
で
記
し
た
。
こ
れ
だ
け
で
は
少
な
く
、
こ
れ
以
上
の
進
展
が
得
ら
れ
な
い
の
で
、
表
４
に
は
、
観
測
さ
れ
た
記
録
は
な
い
が
、「
既
」
や
「
如
鉤
」
に
な
る
も
の
の
E
区
表３ É区間
竹迫忍
推古天皇３６
年の日食は
皆既か
２００９
６５２０―７８７０
７０９０―９４３０
４２７０―
６１３０―７８７０
３５７０―５２００
３４８０―５０８０
７４１０―８４６０
２２５０―２９９０
２２７０―２９４０
１４９０―２７４０
４６０―１２２０
Stephensonの ABCは記録の信頼度。如鉤は０．９以上の範囲を示す
相馬充
ほぼ同時日
食による古
代の地球自
転変動
６５３０―７８６４
―７１００
４４４２―８３３５
６０７７―７８８４
４４９０―５４６３
３５６９―５０９１
３４６６―５０９１
２２６０―２９８４
２２７０―２９６２
２７３１―
１１８９―
Stephenson
Historical Eclips
-es and Earth’s Rota-
tion １９７７
C６５５０―７８９０
AB７１２０―９４００
AB６１３０―７９００
AB５９８０―６６００
C２３００―３０３０
C２２７０―２９６０
AB１４６０―２７６０
AB４２０―１１９０
場所
洛陽
南京
南京
南京
アテネ
南京
南京
南京
南京
洛陽
飛鳥
西安
南京
記録
既
如鉤
如鉤
既
昼が夜
三分一
既
既
太白見
既
触盡
如鉤
如鉤
研究者
出典論文
日食
３０６．７．２７r
３６０．８．２８r
４２９．１２．１２
４５４．８．１０
４８４．１．１４
４９４．６．１９
５１６．４．１８r
５２２．６．１０
５２３．１１．２３r
６１６．５．２１r
６２８．４．１０
７０２．９．２６
７２９．１０，２７
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表４ 観望記録のない「既」、「如鉤」の可能性ある日食の E区間
（３～７世紀の中国、ヨーロッパの帝国、インド、朝鮮王国）
E区間
６８３０―８２２０
５６４０―
―８０１７
６８７６―
６８３５―７８３５
６５６０―７９５０
５０３０―６５３０
５１００―７６００
？ ― ？
６７０７
―５９８０
５３４３―６０８０
？０００―６５８５
５０２６―６５００
―５２００
―６０１０
４８３５―５７０５
４４５３―５２６５
３８５０―５２００
１９２０―
―２３００
―５９２５
１９８０―
２９５０―
食分
０．９６４r
０．９０１
０．９６６
０．９６７
１．００９
１．００１
１．０３５
０．９５８r
０．９８４r
１．０１３
０．９８４
１．０３７
０．９６８r
０．９６２r
０．９４３
０．９９６
０．９６８r
０．９７６r
０．９５０r
０．９５９
０．９６２
０．９２８
０．８６０
０．９７１
場所
南京
南京
南京
公州
イスタンブール
イスタンブール
平壤
大同
公州
クテシフォン
南京
ソウル
パトナ
慶州
南京
南京
カルタゴ
平壤
イスタンブール
長安
洛陽
長安
長安
洛陽
記録と出典
並日有食之（晋書天文志）
日有食之（晋書天文志）
日有食之（晋書天文志）
日有食之（魏書天文志）
日有食之（魏書天文志）
日有食之（魏書天文志）
朔（旧唐書天文志）
朔（旧唐書天文志）
朔（旧唐書天文志）
日食
３０６．７．２７r
３１６．７．６r
３４１．３．４rt
３５５．５．２８
３９３．１１．２０
４２９．１２．１２
４３５．２．１４r
４７９．４．８r
４８４．１．１４
４９４．６．１９
４９６．１０．２２r
５１６．４．１８r
５１８．８．２２r
５１９．２．１５
５３６．９．１r
５７７．１２．２５r
５９０．１０．４r
６３７．４．１
６３９．９．３
６４８．８．２４
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間
を
出
し
て
み
た
。
表
の
中
の
中
国
の
も
の
は
、
恐
ら
く
暦
法
か
ら
割
り
出
し
た
た
め
特
定
都
市
の
記
録
に
日
食
が
あ
っ
た
と
あ
る
だ
け
で
、
観
測
し
た
形
跡
は
な
い
も
の
の
、「
既
」、
「
如
鉤
」
に
該
当
す
る
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
は
同
図
に
破
線
で
示
し
た
。
さ
ら
に
表
４
に
は
、
記
録
も
観
察
も
な
い
も
の
の
、
同
時
代
の
イ
ン
ド
の
グ
プ
タ
帝
国
の
国
都
（
パ
ト
ナ
）、
中
東
の
サ
サ
ン
帝
国
の
国
都
（
ク
テ
シ
フ
ォ
ン
）、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
東
ロ
ー
マ
帝
国
の
国
都
（
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
）、
ヴ
ァ
ン
ダ
ル
帝
国
の
国
都
（
カ
ル
タ
ゴ
）、
朝
鮮
半
島
の
高
句
麗
（
平
城
）、
百
済
（
ソ
ウ
ル
、
公
州
）、
新
羅
（
慶
州
）
で
「
既
」
に
な
る
も
の
と
、
例
外
と
し
て
三
四
一
年
の
も
の
は
「
如
鉤
」
で
あ
る
が
、
対
応
す
る
中
国
の
記
録
が
あ
る
の
で
採
用
し
、
点
線
に
し
た
。
東
ゴ
ー
ト
と
イ
ン
ド
の
グ
プ
タ
帝
国
（
三
五
〇
年
か
ら
五
五
〇
年
、
パ
ト
ナ
）
の
も
の
は
な
か
っ
た
。
表
４
の
計
算
に
は
「E
m
ap
」
と
「E
m
ap
」
の
日
食
図２
新 ΔTを求めて
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要
素
、『
日
食
ナ
ビ
』
を
用
て
求
め
た
。
数
値
に
は
多
少
の
誤
差
が
あ
る
が
、
図
に
は
反
映
し
な
い
程
度
の
も
の
で
あ
る
。
観
望
の
裏
付
け
の
な
い
も
の
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
こ
の
日
食
要
素
が
最
新
の
デ
ー
タ
を
取
り
入
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
図
か
ら
得
ら
れ
た
正
し
い
Δ
T
は
、
こ
の
要
素
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
真
実
の
Δ
T
も
そ
う
違
っ
た
も
の
に
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。E
区
間
は
同
じ
日
食
で
も
都
市
が
変
わ
る
と
E
区
間
も
違
っ
て
く
る
。
た
と
え
ば
、
三
〇
六
年
の
日
食
は
洛
陽
と
南
京
で
も
「
既
」
の
可
能
性
が
あ
り
、
別
々
の
E
区
間
を
も
つ
。
し
か
し
記
録
が
正
し
い
限
り
二
つ
の
E
区
間
の
端
同
士
で
重
な
る
部
分
が
あ
り
、
正
し
い
Δ
T
は
重
な
る
部
分
を
通
る
。
図
に
は
目
安
の
た
め
に
上
の
曲
線
は
S
の

の
Δ
T
線
、
下
の
曲
線
は

の
Δ
T
線
を
入
れ
た
。
い
ず
れ
の
Δ
T
曲
線
も
滑
ら
か
に
描
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
平
均
の
姿
で
、
地
球
の
回
転
は
精
密
機
械
の
よ
う
に
は
い
か
な
い
か
ら
、
実
際
に
は
微
細
な
変
動
が
あ
る
も
の
と
承
知
願
い
た
い
。
因
み
に
近
年
の
実
測
値
に
よ
る
と
、
平
常
一
〇
〇
年
の
間
で
は
せ
い
ぜ
い
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
一
〇
秒
以
下
程
度
の
変
動
が
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
図
か
ら
破
線
の
曲
線
の
新
し
い
真
の
Δ
T
が
得
ら
れ
、
〇
年
か
ら
七
〇
〇
年
の
間
で
は
、
お
よ
そ

の
Δ
T
曲
線
と

の
Δ
T
曲
線
の
間
に
あ
る
。
こ
の
新
Δ
T
曲
線
は
一
つ
の
推
定
で
、
図
か
ら
の
読
み
取
り
の
誤
差
も
あ
る
か
ら
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
五
〇
秒
位
の
誤
差
が
あ
る
。
し
か
し
経
路
へ
の
影
響
は
少
な
い
。
な
お
W
図
の
Δ
T
を
推
定
す
る
と
、
マ
イ
ナ
ス
二
〇
〇
年
か
ら
七
〇
〇
年
の
間
は
、
二
五
〇
年
あ
た
り
で

の
Δ
T
よ
り
最
大
で
も
四
〇
〇
秒
以
内
の
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
。
こ
こ
か
ら
W
の
資
料
も
有
効
で
あ
る
。
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五
天
文
学
か
ら
の
天
の
岩
戸
日
食
天
文
学
者
は
、
専
門
の
立
場
か
ら
当
該
の
日
食
を
探
し
て
い
る
。
神
田
茂
、
渡
辺
敏
夫
は
、
B
C
七
二
九
年
三
月
三
日
の
皆
既
食
と
し
た
。
荒
木
俊
馬
は
、
戦
前
の
論
文
（『
日
本
古
代
の
天
文
暦
術
』）
で
は
、
オ
ッ
ポ
ル
ツ
ァ
ー
の
図
に
よ
り
九
州
を
通
る
B
C
一
〇
九
六
年
か
ら
、
B
C
八
七
五
年
の
間
の
金
環
食
を
含
む
日
食
と
し
て
い
た
。
オ
ッ
ポ
ル
ツ
ァ
ー
の
図
は
不
正
確
で
、
九
州
を
通
り
そ
う
な
の
は
金
環
食
と
皆
既
食
の
二
つ
で
あ
る
。
戦
後
の
著
書
で
は
日
食
中
心
線
が
そ
の
周
辺
に
あ
り
、
か
つ
日
の
出
、
日
没
に
近
く
な
い
B
C
五
四
九
年
か
ら
、
A
D
三
一
六
年
ま
で
の
五
つ
の
日
食
を
選
び
、
B
C
一
九
八
年
八
月
七
日
の
日
食
を
有
力
と
し
た
。
こ
れ
は
金
環
食
で
あ
る
。
戦
前
の
も
の
は
、『
日
本
書
記
』
に
よ
る
と
、
神
武
天
皇
（
以
下
天
皇
を
用
い
る
）
の
即
位
が
B
C
六
六
一
年
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
れ
以
前
の
日
食
を
選
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。
以
下
の
研
究
は
、
す
べ
て
紀
元
後
の
日
食
で
あ
る
。
斎
藤
国
冶
は
、
初
期
の
著
作
で
は
、
一
五
八
年
七
月
一
三
日
（
計
算
で
は
奈
良
、
飛
鳥
を
通
り
、
継
続
時
間
一
分
。
後
に
『
後
漢
書
』
に
倭
国
大
乱
と
あ
り
、
日
食
ど
こ
ろ
で
な
い
と
し
て
落
と
す
）
か
、
四
五
四
年
八
月
一
〇
日
を
有
力
視
し
て
い
た
〈
九
州
を
横
断
、
大
牟
田
市
で
二
分
。
た
だ
し
後
に
允
恭
天
皇
の
御
陵
は
河
内
に
あ
る
の
で
無
縁
と
し
た
〉。
次
の
著
作
で
は
、
二
四
八
年
九
月
五
日
が
加
わ
り
（
後
に
邪
馬
台
国
か
ら
外
れ
て
い
て
〇
・
九
三
で
国
中
が
闇
と
は
誇
張
か
と
し
て
い
る
）、
さ
ら
に
二
四
七
年
三
月
二
四
日
、
五
二
二
年
六
月
一
〇
（
長
岡
市
で
一
分
。
た
だ
し
付
図
で
は
当
時
の
都
乙
訓
＝
弟
国
は
僅
か
に
皆
既
帯
か
ら
は
ず
れ
て
い
る
）
を
加
え
た
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が
、
最
後
は
二
四
七
年
（
計
算
で
は
食
甚
一
八
時
三
三
分
で
、
そ
の
ま
ま
日
没
）
を
有
力
と
し
た
。
二
四
七
年
、
二
四
八
年
の
も
の
は
、
卑
弥
呼
の
死
ん
だ
と
さ
れ
る
年
の
頃
の
も
の
で
あ
る
。
谷
川
清
輝
、
相
馬
充
（
以
下
T
）
は
、
太
宰
府
か
飛
鳥
を
通
る
可
能
性
の
あ
る
五
三
年
三
月
九
日
、
五
六
年
一
二
月
二
五
日
、
一
五
八
年
七
月
一
三
日
、
三
二
八
年
五
月
二
五
日
の
皆
既
日
食
と
、
三
一
、
一
四
六
、
一
六
八
、
三
〇
八
年
の
金
環
食
を
候
補
と
し
て
い
る
。
皆
既
は
飛
鳥
で
み
ら
れ
る
も
の
が
多
い
が
、
五
三
年
、
一
五
八
年
の
も
の
は
飛
鳥
で
み
ら
れ
る
可
能
性
は
低
い
と
い
う
。
な
お
、
T
は
一
連
の
論
文
で
、
は
っ
き
り
し
た
Δ
T
曲
線
は
発
表
し
て
い
な
い
し
、
年
代
に
も
よ
る
が
、

よ
り
二
〇
〇
〇
秒
前
後
小
さ
い
Δ
T
を
想
定
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
以
下
竹
迫
忍
の
「E
m
ap
」
と
『
日
食
ナ
ビ
』
と
Δ
T
を
用
い
た
描
画
で
こ
れ
ら
の
日
食
を
検
討
す
る
。
五
三
年
三
月
九
日
の
日
食
は
「E
m
ap
」
の
Δ
T
で
は
関
西
は
外
れ
る
が
、
Δ
T
九
六
〇
〇
秒
あ
た
り
で
関
西
を
通
る
。
し
か
し
小
型
で
あ
る
し
、
文
化
的
に
合
わ
な
い
だ
ろ
う
。
一
五
八
年
七
月
一
三
日
の
も
の
は
、
奈
良
を
通
る
と
し
て
、
何
人
か
の
研
究
者
が
有
力
視
し
て
き
た
。
し
か
し
小
型
の
皆
既
食
な
の
で
、
皆
既
帯
が
少
し
ず
れ
て
も
奈
良
と
は
無
関
係
に
な
る
。
た
し
か
に
W
や
M
で
は
奈
良
を
通
る
が
、「E
m
ap
」
の
Δ
T
（
九
〇
一
四
秒
）
で
は
京
都
は
入
る
も
の
の
、
奈
良
や
飛
鳥
は
や
や
外
れ
て
い
る
。
ま
た
古
墳
時
代
よ
り
古
い
し
、
日
没
直
前
の
皆
既
で
条
件
が
悪
い
。二
四
七
年
三
月
二
四
日
と
、
二
四
八
年
九
月
五
日
の
日
食
は
、
卑
弥
呼
の
亡
く
な
っ
た
年
こ
ろ
な
の
で
卑
弥
呼
日
食
と
い
わ
れ
て
い
る
。
前
者
は
「E
m
ap
」
の
Δ
T
（
八
二
二
一
秒
）
で
は
、
皆
既
帯
は
黄
海
を
横
断
し
、
陸
地
で
は
か
な
り
の
深
食
に
な
る
だ
け
で
深
食
の
ま
ま
日
没
に
な
り
、
す
ぐ
暗
く
な
る
。
W
、
M
も
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
斉
藤
の
よ
う
に
計
算
に
よ
っ
て
は
日
没
直
前
に
皆
既
に
な
り
、
皆
既
の
ま
ま
日
没
す
る
こ
と
も
成
り
立
つ
。
た
だ
陸
地
は
北
九
州
と
山
口
の
一
部
で
皆
既
に
な
る
が
、
す
ぐ
日
没
か
日
没
中
に
な
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T
も
洛
陽
が
皆
既
に
な
ら
な
い
条
件
か
ら
Δ
T
は
七
七
五
〇
秒
以
上
と
い
う
こ
と
で
、
八
七
〇
〇
秒
と
九
七
〇
〇
秒
で
こ
の
日
食
の
計
算
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
九
州
で
は
対
馬
全
島
と
北
九
州
を
か
す
る
だ
け
で
、
前
者
は
山
口
ま
で
を
含
む
。
し
か
し
、
日
没
近
く
で
西
側
が
開
け
て
い
る
山
口
の
一
部
で
し
か
見
ら
れ
な
い
。
す
ぐ
夜
に
な
る
の
で
、
鏡
を
作
る
時
間
は
あ
る
が
、
隠
れ
た
岩
屋
と
反
対
の
東
か
ら
再
生
し
、
鏡
を
差
し
出
す
場
面
や
、
タ
ヂ
カ
ラ
ヲ
の
活
躍
場
面
も
な
い
こ
と
に
な
る
。
後
者
は
あ
り
え
な
い
Δ
T
値
で
あ
る
が
飛
鳥
に
達
す
る
。
こ
の
他
、
二
七
三
年
五
月
三
日
に
も
大
き
い
皆
既
日
食
が
あ
る
が
、
な
ぜ
か
誰
も
候
補
に
し
て
い
な
い
。「E
m
ap
」
の
Δ
T
七
九
六
六
秒
で
は
大
和
朝
勢
力
範
囲
の
近
畿
以
西
は
通
ら
な
い
。
こ
こ
で
改
め
て
天
岩
戸
日
食
の
候
補
を
選
定
す
る
準
備
に
か
か
る
こ
と
に
す
る
。
誇
張
も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、『
日
本
書
紀
』
で
は
「
す
べ
て
の
空
間
が
常
闇
で
、
昼
夜
が
変
わ
ら
な
い
」
と
し
、『
一
書
第
一
』
に
も
「
天
の
下
常
闇
で
昼
夜
の
別
も
な
し
」
と
あ
る
し
、『
古
事
記
』
で
も
「
高
天
の
原
は
皆
暗
く
、
葦
原
の
中
つ
国
悉
く
が
闇
で
、
こ
の
た
め
常
夜
」
と
あ
る
。
金
環
日
食
だ
と
あ
る
程
度
暗
く
は
な
っ
て
も
真
っ
暗
で
は
な
い
か
ら
除
外
で
き
る
。
皆
既
で
も
小
型
な
も
の
は
暗
く
な
ら
な
い
空
が
残
っ
て
真
っ
暗
に
は
な
ら
な
い
か
ら
五
三
年
、
一
五
八
年
、
二
四
七
年
、
二
四
八
年
の
も
の
は
候
補
に
な
ら
な
い
。
あ
る
程
度
継
続
時
間
が
あ
る
皆
既
日
食
の
中
心
近
く
で
観
察
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
古
代
人
に
と
っ
て
は
た
と
え
数
分
で
も
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
闇
は
、
不
安
、
恐
怖
で
長
く
感
じ
た
で
あ
ろ
う
。
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六
天
の
岩
戸
日
食
の
候
補
こ
こ
で
、
最
終
的
に
天
岩
戸
神
話
の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
日
食
と
し
て
の
評
価
を
総
括
す
る
。

（
S
）、「E
m
ap
」、
M
、
T
は
異
な
る
日
食
要
素
を
用
い
て
い
る
。
W
は
Δ
T
を
用
い
て
い
な
い
が
、
Δ
T
に
換
算
す
る
と
紀
元
前
二
〇
〇
年
〜
期
限
七
〇
〇
年
で
は
「E
m
ap
」
よ
り
や
や
西
に
ず
れ
る
。
以
下
従
来
の
資
料
と
、
図
２
か
ら
推
定
さ
れ
る
新
し
い
Δ
T
（
表
５
）
を
用
い
て
検
討
す
る
。
三
二
八
年
五
月
二
六
日
の
日
食
「E
m
ap
」（
Δ
T
七
四
一
五
秒
）
で
は
陸
地
を
通
ら
な
い
。

（
Δ
T
六
一
二
五
秒
）
だ
と
大
阪
以
南
の
近
畿
と
、
四
国
、
九
州
の
南
部
を
通
る
も
の
に
な
る
。
W
図
で
は
近
畿
の
大
部
分
は
皆
既
に
な
ら
な
い
が
、
伊
勢
は
通
る
。
M
（
Δ
T
六
三
〇
〇
秒
）
の
原
図
は
小
さ
く
て
よ
く
分
か
ら
な
い
が
陸
地
か
ら
遠
い
。
T
は
Δ
T
五
一
八
〇
秒
だ
と
九
州
、
四
国
、
近
畿
が
最
高
二
分
位
継
続
す
る
皆
既
帯
に
入
る
と
す
る
。
新
し
い
Δ
T
七
〇
〇
〇
秒
だ
と
房
総
半
島
ぎ
り
ぎ
り
に
接
す
る
だ
け
で
陸
地
は
通
ら
な
い
。
た
と
え
Δ
T
に
変
動
が
あ
っ
て
も
事
情
は
同
じ
で
、
真
っ
暗
に
は
な
ら
ず
、
天
岩
戸
日
食
候
補
に
は
な
ら
な
い
（
図
３
）。
考
古
学
で
は
四
世
紀
初
頭
の
新
潟
県
胎
内
市
の
城
の
山
古
墳
か
ら
、
大
和
政
権
と
同
じ
銅
鏡
、
勾
玉
等
が
出
て
、
大
和
政
権
の
勢
力
が
新
潟
ま
で
及
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ
れ
ま
で
表５ 岩戸日食候補の ΔT
新 ΔT
７０００
５７００
５１００
４６５０
Emapwin
３．０１
７４０１
６１５９
５４９２
４９９０
渡辺敏夫
日月食宝典
（推定値）
６９４０
５８００
５２３０
４７５０
Meeus. et al
Cannon of
SolarEclipses
（T.de
Jong）
６３６１ ６２９８
５２４１ ５２４６
４６９８ ４７２０
４３２５ ４３３９
Stephenson.
et al 
１９８６
６１６８
４９６２
４３９８
３９９６
出典
日食
３２８．５．２５
４５４．８．１０
５２２．６．１０
５７４．３．９
65 記紀天の岩戸神話の真実（森）
図３ ３２８年５月２５日日食
専修人文論集９７号 66
は
能
登
半
島
が
北
限
と
考
え
ら
れ
て
い
た
（
二
〇
一
二
年
九
月
七
日
朝
日
新
聞
）。
歴
史
的
に
は
中
国
で
は
東
晋
時
代
（
三
一
七
〜
四
二
〇
年
）
に
当
た
り
、
邪
馬
台
国
が
滅
亡
し
て
以
来
西
晋
と
の
外
交
が
断
絶
し
て
い
た
の
が
再
開
し
て
い
た
。
古
墳
時
代
で
、
文
化
的
に
は
馬
が
い
た
。
日
神
の
信
仰
は
対
馬
あ
た
り
の
海
人
の
神
だ
っ
た
と
か
、
伊
勢
の
地
方
神
だ
っ
た
と
い
う
説
が
あ
る
。
日
神
と
言
わ
れ
て
い
た
時
代
に
は
符
合
す
る
だ
ろ
う
。
四
五
四
年
八
月
一
〇
日
の
日
食
「E
m
ap
」（
Δ
T
六
一
五
三
秒
）
で
は
、
九
州
中
部
や
四
国
西
南
部
を
か
す
る
だ
け
の
中
型
の
皆
既
日
食
で
あ
る
。

（
Δ
T
四
九
六
〇
秒
）
で
は
や
や
南
に
ず
れ
、
W
や
M
は
や
や
北
寄
り
に
な
る
が
、
い
ず
れ
も
類
似
し
て
い
て
、
大
部
分
は
「E
m
ap
」
の
と
き
と
重
な
り
、
諸
事
情
は
同
じ
で
あ
る
。
新
し
い
Δ
T
五
七
〇
〇
秒
で
も
、
た
と
え
Δ
T
に
変
動
が
あ
っ
て
も
大
き
な
変
動
は
な
い（
図
４
）。
九
州
で
は
午
前
一
〇
時
半
過
ぎ
に
皆
既
に
な
り
、
皆
既
帯
中
心
部
で
は
三
分
近
い
皆
既
に
な
る
。
近
畿
地
区
で
は
皆
既
は
見
ら
れ
な
い
が
、
食
分
〇
・
九
以
上
の
深
食
に
な
る
。
皆
既
だ
と
、
皆
既
中
は
水
星
（
マ
イ
ナ
ス
一
・
六
等
）、
火
星
（
一
・
八
等
）、
金
星
（
マ
イ
ナ
ス
三
・
八
等
）、
が
太
陽
の
そ
ば
に
あ
り
、
も
し
か
す
る
と
土
星
（
〇
・
三
等
）
も
地
平
線
近
く
に
見
え
、
そ
の
他
一
等
星
を
も
つ
オ
リ
オ
ン
、
大
犬
、
子
犬
、
牡
牛
、
双
子
、
獅
子
、
牛
飼
な
ど
の
星
座
が
出
て
い
る
（
図
５
）。
こ
う
し
た
星
は
八
百
万
の
神
を
連
想
さ
せ
た
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
こ
こ
一
〇
年
以
内
で
は
四
三
八
年
、
四
四
六
年
に
部
分
食
が
あ
っ
た
。
過
去
に
何
人
も
の
学
者
が
天
岩
戸
日
食
の
舞
台
は
九
州
だ
と
想
定
し
て
い
る
。
と
に
か
く
九
州
は
神
話
・
古
代
史
の
土
地
で
あ
る
。
高
天
の
原
神
話
で
『
古
事
記
』
で
は
ア
マ
テ
ラ
ス
ら
三
貴
子
が
イ
ザ
ナ
キ
の
禊
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
地
で
あ
り
（
筑
紫
の
日
向
の
橘
）、
ア
マ
テ
ラ
ス
と
ス
サ
ノ
ヲ
の
誓
約
の
と
き
生
ま
れ
た
三
姫
の
宗
像
神
社
三
座
も
北
九
州
玄
海
灘
に
あ
る
。
対
馬
に
は
上
田
正
昭
に
よ
る
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と
伊
勢
の
系
統
の
も
の
で
は
な
い
と
さ
れ
る
が
阿
麻
氐
留
神
社
が
あ
り
（
た
だ
し
こ
の
神
社
の
主
神
は
天
火
明
命
と
さ
れ
る
）、
壱
岐
は
海
人
の
根
拠
地
な
の
で
、
海
と
潮
に
関
係
す
る
ツ
ク
ヨ
ミ
を
祀
る
月
読
神
社
が
あ
る
。
ま
た
天
孫
降
臨
〈
筑
紫
の
日
向
の
高
千
穂
の
嶺
〉
に
つ
い
て
は
『
風
土
記
』
の
「
日
向
逸
文
」
に
「
ニ
ニ
ギ
が
天
の
岩
座
を
出
て
、
幾
重
の
雲
を
か
き
分
け
、
日
向
の
高
千
穂
の
二
上
の
峯
に
降
り
た
と
き
、
空
は
真
っ
黒
で
、
昼
か
夜
か
分
か
ら
な
い
く
ら
い
だ
っ
た
。
土
地
の
有
力
者
の
大
ク
ボ
と
小
ク
ボ
が
、
稲
の
籾
を
四
方
に
投
げ
れ
ば
空
が
明
る
く
な
る
と
い
う
の
で
、
そ
の
通
り
に
し
た
ら
晴
れ
て
、
太
陽
と
月
が
照
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
い
う
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
皆
既
日
食
と
も
解
せ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
天
岩
戸
神
話
と
の
共
通
点
は
な
い
。
な
お
九
州
地
区
の
『
風
土
記
』
に
完
全
版
は
な
い
。
さ
ら
に
神
武
天
皇
の
東
征
出
発
の
地
で
も
あ
る
。
こ
の
日
食
以
後
し
ば
ら
く
は
九
州
を
ま
と
も
に
通
る
皆
既
日
食
は
な
い
。
そ
こ
で
も
し
こ
の
日
食
が
神
話
と
関
係
あ
る
と
す
れ
ば
、
日
向
（
宮
崎
）
の
高
千
穂
が
皆
既
に
な
る
こ
と
や
、
皆
既
日
食
を
思
わ
せ
る
天
の
石
窟
、
天
の
磐
座
（『
日
本
書
記
』、『
一
書
第
一
』、
『
風
土
記
』）、
天
の
石
位
（『
古
事
記
』）
か
ら
、
あ
る
い
は
、
天
の
磐
戸
（『
一
書
第
四
』）
を
開
け
て
降
臨
し
た
と
あ
る
し
、
日
向
は
一
五
代
応
神
天
皇
以
降
朝
廷
と
深
い
関
わ
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
天
孫
降
臨
神
話
の
元
に
な
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
斎
藤
国
冶
は
、
一
九
代
允
恭
天
皇
の
御
陵
は
河
内
に
あ
る
の
で
天
岩
戸
と
は
無
縁
と
し
た
。
五
二
二
年
六
月
一
〇
日
の
日
食
「E
m
ap
」（
Δ
T
五
四
九
二
秒
）
で
は
、
近
畿
、
中
国
地
方
の
半
分
以
上
が
皆
既
に
な
る
。
M
、
W
を
含
め
程
度
の
差
は
あ
る
が
関
東
、
中
部
、
中
国
、
九
州
の
一
部
を
含
む
。

（
Δ
T
四
三
九
八
秒
）
は
、
陸
地
に
か
か
る
割
合
が
最
も
少
な
い
。
新
し
い
Δ
T
は
五
一
〇
〇
秒
で
、
ほ
ぼ
確
定
的
で
、「E
m
ap
」
と

の
中
間
く
ら
い
に
な
る
（
図
６
）。
T
は
こ
の
あ
た
り
の
Δ
T
を
三
五
〇
〇
〜
五
一
〇
〇
秒
と
み
て
い
る
。
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皆
既
は
、
九
州
で
九
時
三
四
分
、
中
部
で
九
時
四
二
分
、
新
潟
で
九
時
五
〇
分
こ
ろ
見
ら
れ
、
日
本
海
側
の
中
心
付
近
で
は
五
分
以
上
皆
既
が
見
ら
れ
る
。
皆
既
の
と
き
金
星
（
マ
イ
ナ
ス
四
・
二
等
）、
水
星
（
〇
・
五
等
）、
西
空
低
部
に
土
星
（
一
・
〇
等
）
の
ほ
か
、
太
陽
の
近
く
に
オ
リ
オ
ン
座
の
ベ
テ
ル
ギ
ウ
ス
）（
〇
・
四
等
）、
リ
ゲ
ル
（
〇
・
一
等
）、
双
子
座
の
カ
ス
ト
ル
（
一
・
五
等
）、
ポ
ル
ッ
ク
ス
（
一
・
一
等
）、
大
犬
座
の
シ
リ
ウ
ス
（
マ
イ
ナ
ス
一
・
四
等
）。
子
犬
座
の
プ
ロ
キ
オ
ン
（
〇
・
四
等
）、
牡
牛
座
の
ア
ル
デ
バ
ラ
ン
（
〇
・
八
等
）、
馭
者
座
の
カ
ペ
ラ
（
〇
等
）
な
ど
の
星
が
見
え
る
（
図
７
）。
考
古
学
的
に
は
埼
玉
や
熊
本
の
古
墳
か
ら
出
た
刀
剣
の
銘
に
ワ
カ
タ
ケ
ル
（
二
一
代
雄
略
天
皇
）
の
名
が
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
年
代
に
は
九
州
、
関
東
は
勢
力
範
囲
だ
っ
た
。
近
畿
地
区
は
、
日
神
の
信
仰
が
各
地
に
あ
る
が
、
伊
勢
も
そ
の
一
つ
と
さ
れ
る
。
直
木
孝
次
郎
に
よ
る
と
、
日
神
は
初
め
南
伊
勢
の
渡
会
氏
に
よ
っ
て
奉
斉
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
た
だ
し
伊
勢
は
皆
既
に
な
ら
な
い
。
歴
史
的
に
は
、
当
時
は
二
六
代
継
体
天
皇
の
と
き
で
、
宮
都
は
弟
国
、
時
の
大
臣
（
臣
系
氏
族
の
最
高
執
政
官
）
は
巨
勢
男
人
、
大
連
（（
連
系
の
最
高
執
政
官
）
は
大
伴
金
村
、
物
部
麁
鹿
火
（
も
の
の
べ
の
あ
ら
か
い
）
で
あ
っ
た
。
五
一
一
年
に
筑
紫
の
馬
四
〇
頭
を
百
済
王
に
贈
り
、
翌
年
百
済
か
ら
五
経
博
士
が
渡
っ
て
き
て
文
字
と
儒
教
を
教
え
た
。
ま
た
天
皇
の
陵
と
い
わ
れ
る
高
槻
市
の
今
城
塚
古
墳
か
ら
は
、
武
人
、
み
ず
ら
の
男
、
力
士
、
剣
、
武
具
、
馬
、
牛
、
鶏
、
高
塚
式
と
伊
勢
神
宮
式
の
家
、
巫
女
な
ど
の
埴
輪
が
出
土
し
て
お
り
、
鉄
製
の
鏡
も
作
れ
る
だ
ろ
う
し
、
文
化
的
に
も
矛
盾
は
な
い
。
さ
ら
に
、
一
六
代
仁
徳
天
皇
以
後
し
ば
し
ば
親
族
の
間
で
の
対
立
、
紛
争
、
殺
戮
が
多
発
し
て
い
て
、
ア
マ
テ
ラ
ス
と
ス
サ
ノ
ヲ
の
争
い
を
連
想
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。
四
世
紀
末
か
五
世
紀
初
め
と
さ
れ
る
巣
山
古
墳
か
ら
は
、
木
棺
の
出
土
が
あ
り
、「
う
け
」
の
製
作
も
可
能
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
出
雲
は
、
朝
廷
に
服
従
す
る
ま
で
独
立
的
で
あ
っ
た
。
出
雲
神
話
で
は
ス
サ
ノ
ヲ
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
は
圧
倒
的
に
強
い
。
伊
賦
夜
坂
、
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大
日
隅
宮
が
あ
り
、
天
つ
神
の
タ
ケ
ミ
カ
ズ
チ
と
国
つ
神
の
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
お
よ
び
息
子
二
神
と
の
国
譲
り
交
渉
の
舞
台
で
も
あ
る
。
オ
ホ
ヒ
ル
メ
ノ
ム
チ
（
人
格
化
さ
れ
た
ア
マ
テ
ラ
ス
）
を
祀
る
焼
火
神
社
（
島
根
・
西
ノ
島
町
）、
天
つ
神
を
祀
る
豊
田
神
社
（
益
田
市
）
が
あ
り
、
松
江
市
の
六
所
神
社
に
は
、
イ
ザ
ナ
キ
、
イ
ザ
ナ
ミ
、
ア
マ
テ
ラ
ス
、
ツ
ク
ヨ
ミ
、
ス
サ
ノ
ヲ
そ
の
他
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
ほ
ぼ
全
体
が
揃
っ
て
い
る
『
出
雲
風
土
記
』
に
は
神
話
の
主
要
部
分
が
載
っ
て
い
な
い
と
い
う
不
思
議
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
出
雲
西
部
の
話
が
軽
視
さ
れ
た
と
か
、
重
複
を
避
け
て
省
略
し
た
な
ど
の
説
が
あ
る
。
な
に
よ
り
も
出
雲
は
ス
サ
ノ
ヲ
が
追
放
さ
れ
て
か
ら
の
舞
台
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
岡
山
・
蒜
山
高
原
の
近
く
に
皆
既
日
食
と
関
係
あ
り
そ
う
な
名
前
の
地
名
（
鶏
声
、
祝
詞
、
鏡
が
原
な
ど
）
が
あ
る
の
は
、
若
し
か
す
る
と
五
二
二
年
の
日
食
で
皆
既
が
見
ら
れ
た
た
め
か
も
知
れ
な
い
。
山
陽
、
四
国
地
区
は
神
話
の
空
白
地
帯
で
、
重
視
す
べ
き
も
の
は
な
い
。
九
州
は
、
宮
崎
の
高
千
穂
町
に
は
天
岩
戸
、
高
天
原
、
天
香
久
山
、
天
安
川
、
神
楽
な
ど
、
岩
戸
神
話
の
み
な
ら
ず
、
天
孫
降
臨
の
舞
台
が
揃
っ
て
い
る
。
根
拠
は
不
明
な
が
ら
、
宮
崎
・
高
千
穂
町
の
岩
戸
神
楽
で
は
岩
戸
を
九
州
か
ら
戸
隠
に
飛
ば
し
た
と
語
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
日
食
説
、
高
天
の
原
＝
天
界
を
固
持
す
る
限
り
い
ず
れ
も
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
北
部
、
中
部
の
九
州
に
は
五
世
紀
か
ら
六
世
紀
の
装
飾
古
墳
が
沢
山
あ
っ
て
、
幾
何
学
模
様
と
か
、
人
、
武
器
、
武
具
、
動
物
、
船
、
悪
魔
等
の
他
、
太
陽
や
月
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
死
者
を
慰
め
悪
霊
を
近
付
け
な
い
た
め
の
も
の
と
い
わ
れ
、
あ
る
い
は
ユ
ン
ク
流
に
は
太
陽
や
怪
物
か
ら
夜
の
航
海
（
死
と
再
生
）
な
ど
と
関
係
づ
け
て
も
、
天
岩
戸
神
話
に
結
び
つ
き
そ
う
な
も
の
を
描
い
た
も
の
は
な
い
。
九
州
は
、
壱
岐
、
津
島
や
玄
界
灘
に
は
海
を
守
る
宗
像
社
の
神
々
（
誓
約
の
と
き
の
三
姫
）
を
祀
る
島
々
が
あ
り
、
宗
像
氏
は
後
の
四
〇
代
天
武
天
皇
（
六
七
三
〜
六
八
六
年
在
位
）
の
と
き
朝
廷
か
ら
姓
を
賜
っ
て
い
る
。
こ
の
日
食
後
に
も
、
五
二
三
年
、
五
三
一
年
、
五
三
三
年
、
、
五
四
〇
年
に
か
な
り
欠
け
る
日
食
が
あ
っ
た
。
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五
七
四
年
三
月
九
日
の
日
食
「E
m
ap
」（
Δ
T
四
九
五
七
秒
）
で
は
、
近
畿
以
西
は
引
っ
か
か
ら
ず
、

（
Δ
T
三
九
九
〇
秒
）
で
は
、
近
畿
と
四
国
の
東
半
分
が
含
ま
れ
、

の
み
が
圏
内
に
入
る
。
M
（
Δ
T
四
三
二
五
秒
）
は
「E
m
ap
」
よ
り
若
干
陸
地
よ
り
遠
く
な
る
。
新
し
い
Δ
T
四
六
五
〇
秒
で
は
関
東
の
一
部
の
み
で
あ
る
（
図
８
）。
た
と
え
Δ
T
に
変
動
が
あ
っ
て
も
事
情
は
変
わ
ら
な
い
。
当
時
は
三
〇
代
敏
達
天
皇
の
時
代
で
、
宮
都
は
訳
語
田
幸
玉
宮
（
京
都
府
桜
井
）、
蘇
我
馬
子
が
大
臣
だ
っ
た
。
高
麗
、
新
羅
、
百
済
と
交
流
が
あ
っ
た
。
歴
史
学
、
考
古
学
的
に
は
問
題
な
い
。
し
か
し
、
真
っ
暗
に
は
な
ら
ず
天
岩
戸
日
食
の
候
補
に
は
難
し
い
。
こ
こ
ま
で
の
結
果
か
ら
、
天
岩
戸
日
食
の
モ
デ
ル
と
し
て
、
五
二
二
年
の
皆
既
日
食
は
神
話
形
成
の
時
期
と
一
致
し
、
天
岩
戸
日
食
の
最
有
力
な
候
補
と
言
え
る
。
日
食
観
望
の
大
敵
は
天
候
で
、
今
日
で
は
梅
雨
の
時
期
で
あ
る
が
、
何
よ
り
も
こ
の
日
食
し
か
適
当
な
の
が
な
い
の
だ
か
ら
当
日
は
天
気
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
日
食
の
経
路
を
継
体
天
皇
ゆ
か
り
の
地
図
に
書
き
込
む
と
図
９
の
よ
う
に
な
る
。
図
に
は
皆
既
帯
の
南
限
線
の
み
が
描
か
れ
て
い
て
各
線
よ
り
上
（
北
）
で
皆
既
が
見
え
る
こ
と
に
な
る
。「E
m
ap
」
と
W
で
は
地
図
に
あ
る
宮
都
弟
国
宮
（
京
都
府
乙
訓
郡
）
は
皆
既
に
な
る
が
、
M
（
〇
・
九
九
九
）
や

（
〇
・
九
六
四
）
と
な
る
。
新
ら
し
い
Δ
T
だ
と
都
は
圏
外
に
な
る
が
、
日
本
海
側
で
は
五
分
以
上
皆
既
が
見
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
で
も
未
体
験
の
出
来
事
に
古
代
人
に
は
恐
怖
で
長
く
感
じ
た
で
あ
ろ
う
。
神
話
で
は
陽
光
復
活
と
か
、
鎮
魂
の
よ
う
な
祭
祀
様
式
に
な
っ
て
い
る
が
、
地
上
で
も
何
ら
か
の
儀
式
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
と
こ
ろ
で
こ
の
話
は
ど
こ
で
生
ま
れ
た
の
だ
ろ
う
。
溝
口
睦
子
も
地
方
豪
族
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
と
い
う
。
確
か
に
都
を
離
れ
た
地
区
に
も
有
力
者
や
語
り
部
が
配
置
さ
れ
て
い
た
だ
ろ
し
、
各
地
に
宮
廷
関
係
者
が
い
た
こ
と
も
神
社
の
分
布
か
ら
も
分
か
る
。
和
辻
哲
郎
は
、
話
に
銅
鐸
が
出
て
な
い
の
で
、
銅
鐸
文
化
の
近
畿
で
発
生
し
た
話
で
な
い
と
す
る
。
銅
鐸
は
弥
生
時
代
の
も
の
で
あ
る
。
ど
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こ
か
を
決
め
る
独
断
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
語
り
部
の
分
布
（『
延
喜
式
』）
か
ら
美
濃
（
岐
阜
）
か
ら
出
雲
（
島
根
）
ま
で
の
西
日
本
の
日
本
海
側
の
ど
こ
か
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
こ
こ
で
見
た
話
は
、
そ
の
後
各
所
で
い
じ
ら
れ
て
今
日
の
形
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
五
二
二
年
の
皆
既
日
食
は
、
今
ま
で
提
唱
さ
れ
た
候
補
の
中
で
最
も
遅
い
も
の
で
あ
る
が
、『
古
事
記
』
完
成
ま
で
二
百
年
近
く
あ
り
、
平
城
京
か
ら
多
数
の
木
簡
が
見
つ
か
っ
て
い
る
よ
う
に
紙
に
書
い
た
も
の
が
伝
わ
る
の
は
、
遅
れ
て
い
た
だ
ろ
う
か
ら
、『
旧
辞
』
に
乗
る
前
に
、
口
伝
え
で
伝
わ
っ
た
話
は
変
形
し
て
い
っ
た
だ
ろ
う
。
七
神
話
成
立
考
以
下
は
「
天
岩
戸
日
食
が
五
二
二
年
な
ら
ば
」
と
し
た
神
話
形
成
私
見
の
素
描
で
あ
る
。
主
と
し
て
天
岩
戸
神
話
を
中
心
に
ど
こ
ま
で
合
理
的
に
整
合
で
き
る
か
論
じ
て
み
た
い
。
『
後
漢
書
』（
後
漢
＝
A
D
二
五
年
〜
二
二
〇
年
）
や
『
魏
志
倭
人
伝
』（
魏
＝
A
D
二
二
〇
年
〜
二
六
五
年
）
に
よ
る
と
、
邪
馬
台
国
に
は
蚕
も
い
て
、
絹
も
あ
り
、
骨
占
い
も
、
飲
酒
の
習
慣
も
あ
っ
た
。
弓
は
木
製
、
矢
は
竹
に
鉄
の
鏃
を
つ
け
た
も
の
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
銅
製
の
剣
や
、
勾
玉
、
管
玉
が
あ
っ
た
。
手
食
を
し
、
箸
は
な
い
。
男
は
皆
、
顔
に
刺
青
、
身
体
に
文
身
、
断
髪
（
大
人
も
子
ど
も
も
頭
頂
の
一
部
を
残
し
て
刈
り
取
る
）
だ
と
し
て
い
る
。
ま
た
牛
、
馬
は
い
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
窃
盗
や
争
い
で
訴
え
る
も
の
は
少
な
く
、
罪
の
軽
い
も
の
は
妻
子
を
没
し
、
重
い
も
の
は
門
族
を
滅
す
る
と
あ
り
、
追
放
は
出
て
こ
な
い
。
た
だ
し
『
隋
書
』（
隋
＝
A
D
五
八
一
年
〜
六
一
九
年
）
に
よ
る
と
卑
弥
呼
の
時
代
は
み
ず
ら
だ
っ
た
と
し
て
い
る
し
、
そ
の
後
に
流
刑
が
出
て
く
る
。
み
ず
ら
は
男
子
の
髪
型
だ
っ
た
。
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考
古
学
に
よ
る
と
、
神
話
に
で
て
く
る
も
の
は
、
弓
矢
、
釣
針
、
勾
玉
、
舟
、
櫛
（
神
話
の
頃
は
縦
長
木
製
）、
農
耕
は
縄
文
時
代
、
た
だ
し
稲
作
は
弥
生
に
な
る
。
さ
ら
に
矛
、
鶏
、
靫
、
鏡
、
絹
、
鏡
は
弥
生
時
代
、
機
織
も
弥
生
時
代
だ
が
本
格
的
な
絹
機
や
地
機
は
五
世
紀
に
な
る
。
鹿
卜
は
弥
生
か
ら
七
世
紀
、
剣
、
祓
い
、
酒
は
古
墳
時
代
、
馬
は
四
世
紀
、
麦
と
粟
は
四
世
紀
〜
五
世
紀
、
箸（『
古
事
記
』
の
み
）
は
七
世
紀
と
な
る
。
鏡
は
三
角
縁
神
獣
鏡
が
出
て
お
り
、
製
造
年
は
不
明
な
が
ら
和
製
の
可
能
性
も
あ
る
（
中
国
で
発
見
さ
れ
た
も
の
は
、
大
き
さ
や
文
様
構
成
に
違
い
が
あ
る
。
二
〇
一
五
年
三
月
二
日
朝
日
新
聞
）。
材
質
な
ど
の
変
化
は
あ
っ
た
も
の
の
、
い
ず
れ
も
古
墳
時
代
ま
で
あ
っ
た
も
の
で
、
縄
文
、
弥
生
ま
で
遡
っ
て
説
明
す
る
必
要
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
『
日
本
書
紀
』
に
は
、
一
一
代
垂
仁
天
皇
の
と
き
、
ヤ
マ
ト
ヒ
メ
は
伊
勢
に
ア
マ
テ
ラ
ス
を
「
鎮
座
」
し
た
と
あ
る
。
ま
た
一
三
代
敏
達
天
皇
六
年
（
五
七
七
年
）
に
日
祀
部
を
置
い
た
と
あ
る
。
こ
の
こ
ろ
は
自
然
神
で
あ
る
太
陽
そ
の
も
の
を
礼
拝
す
る
も
の
で
、
日
神
で
あ
っ
た
。
国
神
、
皇
祖
神
と
し
て
の
ア
マ
テ
ラ
ス
に
な
っ
た
の
は
、
千
田
稔
に
よ
る
と
、
二
一
代
の
雄
略
朝
の
五
世
紀
後
半
か
ら
六
世
紀
の
初
頭
頃
に
伊
勢
に
鎮
座
し
て
い
た
地
方
の
神
が
皇
家
の
崇
拝
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
す
る
。
ま
た
三
宅
和
郎
は
、
宮
廷
で
は
六
世
紀
中
葉
に
太
陽
信
仰
が
高
ま
り
、
そ
の
後
日
神
と
あ
る
の
を
ア
マ
テ
ラ
ス
に
改
め
た
と
す
る
。
一
方
青
木
孝
次
郎
に
よ
る
と
、
壬
申
の
乱
（
六
七
二
年
）
後
、
筑
紫
申
真
に
よ
る
と
皇
大
神
宮
の
で
き
た
六
九
八
年
前
後
だ
と
い
う
。
上
田
正
昭
も
同
じ
根
拠
か
ら
四
〇
代
天
武
天
皇
、
四
一
代
持
統
天
皇
の
こ
ろ
（
六
七
三
〜
七
〇
二
年
在
位
）
と
い
う
。
こ
の
時
唐
に
倣
い
、
成
人
の
み
ず
ら
を
廃
止
し
た
。
『
日
本
書
紀
』
で
は
三
貴
子
出
生
の
時
に
は
オ
オ
ヒ
ル
メ
ノ
ム
チ
と
あ
る
。
こ
れ
は
棚
機
つ
女
の
こ
と
で
、
棚
に
設
け
ら
れ
た
機
で
神
を
待
ち
、
神
と
一
夜
を
過
ご
す
聖
な
る
女
性
で
あ
り
、
太
陽
の
巫
女
か
ら
、
太
陽
の
女
神
そ
の
も
の
と
さ
れ
る
。
ス
サ
ノ
ヲ
が
天
斑
馬
を
投
げ
た
こ
と
で
怪
我
し
た
の
は
、『
日
本
書
紀
』で
は
ア
マ
テ
ラ
ス
が
神
衣
を
織
っ
て
い
る
と
き
と
な
っ
て
い
る
が
、『
一
書
第
一
』
で
は
ワ
カ
ヒ
ル
メ
に
な
っ
て
い
る
。
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溝
口
睦
子
は
天
岩
戸
神
話
が
で
き
た
当
時
は
ま
だ
ア
マ
テ
ラ
ス
は
皇
祖
神
で
な
か
っ
た
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
、
天
岩
戸
原
話
で
は
、
ア
マ
テ
ラ
ス
は
日
神
（『
一
書
第
二
、
第
三
』）
と
さ
れ
て
い
た
だ
ろ
う
。
予
想
外
の
暗
さ
に
鳥
な
ど
が
騒
ぎ
、
人
々
（
神
々
）
は
騒
ぎ
、
祈
り
の
よ
う
な
こ
と
を
行
っ
た
り
し
、
外
の
出
来
事
を
覗
う
た
め
に
ア
マ
テ
ラ
ス
が
戸
を
少
し
開
け
る
、
鏡
を
出
す（『
古
事
記
』、『
一
書
第
二
』。
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
リ
ン
グ
の
ダ
イ
ヤ
）
な
ど
、
実
際
の
皆
既
日
食
を
見
て
な
い
と
思
い
つ
か
な
い
も
の
の
表
現
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
こ
の
神
話
は
日
食
か
ら
創
作
さ
れ
た
が
、
古
代
人
に
は
実
際
に
神
話
に
あ
る
よ
う
に
見
え
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
こ
れ
は
若
し
か
し
て
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
皆
既
中
の
空
の
星
は
八
百
万
の
神
で
あ
り
、
瞬
き
は
話
し
合
っ
て
い
る
さ
ま
で
、
闇
は
よ
く
な
い
こ
と
が
起
こ
り
そ
う
な
予
感
を
起
こ
さ
せ
た
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
皆
既
を
実
際
に
見
た
場
合
し
か
見
ら
れ
な
い
光
景
だ
か
ら
、
原
話
に
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
『
古
事
記
』
と
『
一
書
第
一
』
で
は
天
孫
降
臨
で
三
種
の
神
器
を
持
っ
て
い
く
し
、『
一
書
第
二
』
で
は
鏡
を
持
っ
て
い
く
。『
日
本
書
紀
』
で
は
天
孫
降
臨
で
三
種
の
神
器
は
出
て
こ
な
い
。
そ
の
た
め
か
『
日
本
書
紀
』
で
は
、
鏡
や
玉
飾
り
を
作
る
と
か
、
鹿
卜
、
神
々
の
哄
笑
の
場
面
は
な
い
。
『
古
事
記
』
で
鏡
や
玉
飾
り
を
作
っ
た
と
し
た
の
は
三
種
の
神
器
の
由
来
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。『
一
書
第
一
』
で
は
日
矛
や
羽
鞴
、『
一
書
第
二
』も
鏡
や
玉
飾
り
を
作
っ
た
と
し
て
い
る
。
し
か
し
皆
既
時
間
に
作
れ
る
わ
け
は
な
く
、『
日
本
書
紀
』
や
『
一
書
第
三
』
の
よ
う
に
作
ら
れ
た
も
の
を
用
い
る
方
が
自
然
で
あ
る
。
地
上
で
も
榊
の
飾
り
を
作
り
（『
日
本
書
紀
』、『
一
書
第
二
、
三
』、『
古
事
記
』）
何
ら
か
の
神
事
が
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
溝
口
睦
子
に
よ
る
と
ア
メ
ノ
ウ
ズ
メ
踊
り
が
あ
っ
た
と
す
る
。『
日
本
書
紀
』
で
は
ア
メ
ノ
ウ
ズ
メ
は
神
懸
と
な
っ
て
お
り
、
ア
マ
テ
ラ
ス
が
、
闇
な
の
に
な
ぜ
笑
っ
て
い
る
の
か
（
え
ら
く
や
）
と
聞
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
ア
メ
ノ
ウ
ズ
メ
が
祈
祷
す
る
う
ち
に
神
懸
で
朦
朧
状
態
と
な
り
、
霊
が
と
り
つ
い
て
あ
ら
ぬ
行
動
や
言
動
が
あ
っ
た
り
、
哄
笑
し
た
り
し
た
さ
ま
の
方
が
自
然
で
、
巫
女
も
い
た
こ
と
だ
し
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実
際
に
も
地
上
で
こ
の
よ
う
な
場
面
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
『
古
事
記
』
で
は
冬
至
の
祭
礼
の
よ
う
に
さ
れ
た
た
め
冬
至
の
祭
礼
説
や
陽
光
復
活
説
が
出
た
が
、
あ
く
ま
で
も
天
岩
戸
神
話
の
元
は
皆
既
日
食
で
あ
る
。
津
田
左
右
吉
も
日
食
と
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
松
前
健
の
、
神
話
に
伊
勢
の
神
々
が
登
場
す
る
の
は
、
大
和
政
権
時
代
に
は
中
臣
、
忌
部
氏
が
朝
廷
の
神
事
を
司
リ
、
猿
女
は
伊
勢
の
内
宮
を
司
祭
す
る
役
で
あ
っ
た
し
、
そ
の
他
大
和
朝
廷
の
祭
祀
に
関
与
す
る
者
た
ち
の
祖
神
が
登
場
し
た
と
す
る
説
は
納
得
で
き
る
。
つ
ま
り
、『
日
本
書
紀
』、
と
く
に
『
古
事
記
』
で
は
オ
モ
ヒ
カ
ネ
、
タ
ジ
カ
ラ
オ
と
、
朝
廷
の
祭
祀
に
か
か
わ
る
家
の
祖
神
を
登
場
さ
せ
、
三
種
の
神
器
の
う
ち
の
鏡
と
勾
玉
の
由
来
を
挙
げ
、
さ
ら
に
今
日
の
神
社
に
あ
る
鳥
居
（
鶏
の
止
ま
る
と
こ
ろ
）、
注
連
縄
、
榊
、
に
き
て
な
ど
の
元
を
作
っ
た
の
で
あ
る
。
日
祀
部
を
置
い
た
の
は
、
こ
の
神
話
が
広
ま
っ
て
き
た
こ
と
と
関
係
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
出
雲
が
大
和
朝
廷
の
勢
力
範
囲
に
入
っ
た
の
は
、
鳥
越
憲
三
郎
は
四
世
紀
後
半
か
ら
五
世
紀
前
半
と
す
る
が
、
門
脇
禎
二
は
六
世
紀
末
か
ら
七
世
紀
と
す
る
な
ど
幅
が
あ
る
。
鳥
越
憲
三
郎
に
よ
る
と
、
出
雲
で
の
大
神
は
熊
野
大
神
、
野
城
大
神
、
佐
汰
大
神
の
三
神
の
み
で
、
ス
サ
ノ
ヲ
は
出
雲
西
部
の
佐
太
郷
の
神
、
オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
は
簸
川
平
野
の
新
開
発
地
杵
築
郷
の
開
拓
農
民
を
守
護
す
る
神
と
い
う
格
下
の
神
だ
っ
た
。
三
貴
子
の
出
生
に
つ
い
て
、『
日
本
書
紀
』
で
は
イ
ザ
ナ
ギ
、
イ
ザ
ナ
ミ
が
大
八
州
国
、
日
、
月
、
ひ
る
こ
に
次
い
で
ス
サ
ノ
ヲ
を
産
ん
で
い
る
が
、『
古
事
記
』
で
は
イ
ザ
ナ
ギ
、
イ
ザ
ナ
ミ
は
ひ
る
こ
を
産
ん
だ
後
、
大
八
州
国
を
産
み
、
イ
ザ
ナ
ギ
の
禊
で
三
貴
子
が
生
ま
れ
た
と
し
て
い
る
。
古
代
人
に
と
っ
て
性
は
今
日
の
よ
う
に
い
や
ら
し
い
側
面
は
な
く
、
お
お
ら
か
に
受
け
取
ら
れ
て
い
る
も
の
で
は
あ
る
が
、『
古
事
記
』
で
は
盤
古
神
話
方
式
に
な
っ
て
い
る
。
上
田
正
昭
は
、
国
産
み
は
、
東
日
本
が
大
和
朝
廷
の
支
配
下
に
入
る
以
前
の
一
六
代
仁
徳
天
皇
の
こ
ろ
の
話
と
し
、
溝
口
は
イ
ザ
ナ
キ
、
イ
ザ
ナ
ミ
に
は
四
世
紀
以
前
か
ら
伝
え
ら
れ
て
き
た
も
の
が
豊
富
に
含
ま
れ
る
と
い
う
。
貴
子
出
生
神
話
は
恐
ら
く
国
産
み
と
同
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じ
こ
ろ
に
で
き
た
話
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
始
め
は
日
神
、
月
神
の
二
貴
子
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
鳥
越
も
元
は
日
神
と
月
神
だ
け
で
、
政
治
的
配
慮
か
ら
ス
サ
ノ
ヲ
を
加
え
て
三
貴
子
に
し
た
と
い
う
。
貴
子
出
生
神
話
が
作
ら
れ
た
頃
は
、
ま
だ
大
和
朝
廷
は
国
産
み
に
あ
る
よ
う
に
、
関
東
以
北
は
勢
力
範
囲
で
は
な
か
っ
た
し
、
出
雲
も
圏
外
だ
っ
た
。
こ
こ
か
ら
貴
子
出
生
神
話
が
で
き
た
の
は
、
関
東
が
勢
力
範
囲
だ
っ
た
二
一
代
雄
略
天
皇
（『
宋
書
』
に
よ
る
と
四
七
八
年
に
宋
に
遣
使
）
以
前
、
佐
渡
島
が
あ
る
こ
と
か
ら
考
古
学
的
に
は
大
和
の
勢
力
が
新
潟
ま
で
だ
っ
た
四
世
紀
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
天
岩
戸
隠
れ
神
話
が
で
き
た
あ
と
、
日
神
、
月
神
の
二
貴
子
出
生
神
話
と
天
岩
戸
隠
れ
神
話
を
繋
げ
る
た
め
に
、『
日
本
書
紀
』
で
は
ス
サ
ノ
ヲ
は
ツ
ク
ヨ
ミ
の
あ
と
、
ひ
る
こ
に
次
い
で
生
ま
れ
た
こ
と
に
さ
れ
た
。
津
田
も
同
意
見
で
あ
る
。
ス
サ
ノ
ヲ
は
二
貴
子
出
生
神
話
に
後
か
ら
加
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。『
古
事
記
』
で
は
、
ひ
る
こ
は
イ
ザ
ナ
キ
の
禊
で
生
ま
れ
た
と
し
た
。
ひ
る
こ
は
、
当
時
は
近
親
結
婚
が
多
か
っ
た
の
で
障
害
児
が
目
立
っ
た
の
だ
ろ
う
。
ス
サ
ノ
ヲ
の
名
前
の
由
来
は
、
出
雲
の
須
佐
郡
に
由
来
す
る
と
か
、
荒
れ
す
さ
ぶ
か
ら
だ
と
い
う
説
（
西
郷
信
綱
）
が
あ
る
。
ま
た
そ
の
正
体
に
つ
い
て
は
、
嵐
神
（
高
山
樗
牛
ら
）、
雷
神
（
高
木
敏
雄
）、
暴
風
雨
神
（
中
西
進
）、
暗
雲
神
（
中
島
悦
次
）、
竜
蛇
神
（
高
崎
正
秀
）、
風
の
神
・
雨
の
神
、
火
山
活
動
（
寺
田
寅
彦
）、
鼻
か
ら
生
ま
れ
た
の
で
海
の
鼻
息
、
す
な
わ
ち
海
の
暴
風
雨
で
あ
る
と
い
う
意
見
も
あ
る
。
古
代
人
は
さ
ま
ざ
ま
な
危
険
や
自
然
の
脅
威
に
お
び
え
る
こ
と
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
台
風
、
地
震
、
火
山
の
噴
火
、
大
雨
、
洪
水
、
旱
魃
な
ど
、
自
然
の
脅
威
を
ス
サ
ノ
ヲ
と
考
え
た
。
そ
こ
で
長
雨
、
干
魃
、
雷
や
地
震
は
、
ス
サ
ノ
ヲ
が
泣
い
て
ば
か
り
い
て
、
地
上
が
干
魃
と
な
り
、
追
放
さ
れ
、
大
き
な
音
を
出
し
て
ア
マ
テ
ラ
ス
に
会
い
に
行
く
話
に
な
る
。
天
の
川
を
挟
ん
で
織
女
と
牽
牛
が
あ
る
が
、
ア
マ
テ
ラ
ス
と
ス
サ
ノ
ヲ
は
同
じ
く
天
の
安
河
を
挟
ん
で
対
峙
す
る
。
台
風
や
竜
巻
は
畠
を
壊
し
、
肥
だ
め
を
ま
き
散
ら
し
、
馬
も
吹
き
飛
ば
す
だ
ろ
う
。
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狼
専修人文論集９７号 82
藉
で
、
た
び
た
び
の
部
分
日
食
は
ア
マ
テ
ラ
ス
の
武
装
だ
っ
た
り
、
岩
戸
に
隠
れ
た
い
ほ
ど
の
心
痛
に
な
る
。
こ
う
し
た
も
の
が
天
岩
戸
神
話
の
前
段
に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
誓
約
で
生
ま
れ
た
宗
像
三
神
は
、
朝
廷
と
日
向
は
一
五
代
応
神
天
皇
の
頃
か
ら
日
向
と
交
流
が
あ
り
、
知
ら
れ
て
い
た
。
ス
サ
ノ
ヲ
は
、
任
務
を
放
棄
し
て
高
天
の
原
か
ら
追
放
さ
れ
た
。
さ
ら
に
ア
マ
テ
ラ
ス
の
天
岩
戸
隠
れ
で
時
な
ら
ぬ
暗
闇
を
作
っ
た
の
は
ス
サ
ノ
ヲ
の
数
々
の
蛮
行
の
せ
い
（
原
因
）
と
す
る
よ
う
な
存
在
に
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
高
天
の
原
神
話
、
出
雲
神
話
の
中
の
ス
サ
ノ
ヲ
は
中
央
で
作
ら
れ
た
の
で
、『
出
雲
風
土
記
』
に
は
出
て
こ
な
い
の
だ
と
解
せ
る
。
追
放
に
よ
っ
て
出
雲
に
戻
さ
れ
た
ス
サ
ノ
ヲ
は
、
高
天
の
原
神
話
と
出
雲
神
話
を
結
び
つ
け
る
存
在
に
な
っ
た
。
津
田
も
ス
サ
ノ
ヲ
は
高
天
の
原
神
話
と
出
雲
神
話
を
連
結
す
る
目
的
の
た
め
に
人
為
的
に
作
ら
れ
た
と
し
て
い
る
。
ス
サ
ノ
ヲ
を
貴
子
に
加
え
た
こ
と
、
誓
約
の
こ
と
、
ア
マ
テ
ラ
ス
の
天
岩
戸
隠
れ
は
ス
サ
ノ
ヲ
の
せ
い
と
す
る
荒
ぶ
る
存
在
と
し
た
こ
と
、
出
雲
に
追
放
さ
れ
た
こ
と
な
ど
の
話
は
五
二
二
年
の
日
食
後
に
作
ら
れ
た
。『
日
本
書
紀
』、『
古
事
記
』
で
、
誓
約
の
時
ア
マ
テ
ラ
ス
は
み
ず
ら
に
結
っ
た
と
あ
る
。
み
ず
ら
は
天
武
天
皇
の
と
き
成
人
は
結
わ
な
く
な
っ
た
か
ら
そ
れ
以
前
に
で
き
た
話
に
な
る
。
箸
は
考
古
学
的
に
七
世
紀
と
さ
れ
る
が
、『
古
事
記
』
に
し
か
出
て
こ
な
い
の
で
太
安
麻
呂
の
創
作
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ス
サ
ノ
ヲ
が
自
然
現
象
と
す
れ
ば
、
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
は
自
然
災
害
で
あ
る
。
広
島
市
北
部
を
襲
っ
た
豪
雨
に
つ
い
て
、
二
〇
一
四
年
八
月
二
一
日
の
朝
日
新
聞
天
声
人
語
欄
に
「
山
肌
を
え
ぐ
る
土
砂
の
傷
跡
が
幾
つ
も
並
ぶ
映
像
を
見
て
、
神
話
に
出
て
く
る
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
を
連
想
し
た
。
一
つ
の
胴
体
に
た
く
さ
ん
の
頭
と
尾
が
あ
り
、
か
ら
だ
は
幾
つ
も
の
谷
や
峰
に
わ
た
る
ほ
ど
大
き
い
。
そ
れ
が
年
ご
と
に
や
っ
て
き
て
人
の
命
を
奪
っ
て
い
く
」
と
あ
っ
た
。
出
雲
の
斐
伊
川
は
、
か
つ
て
は
暴
れ
川
で
あ
っ
た
そ
う
で
、『
日
本
書
紀
』
に
は
オ
ロ
チ
は
八
頭
と
八
尾
が
あ
り
、
目
は
ほ
お
ず
き
の
よ
う
に
赤
く
、
背
に
松
と
柏
（『
古
事
記
』
で
は
苔
と
檜
と
杉
）
が
生
え
て
い
て
、
そ
の
長
さ
八
つ
の
谷
、
八
つ
の
峰
に
も
わ
た
る
ほ
ど
と
あ
る
。『
一
書
第
三
』
で
も
、
頭
ご
と
に
石
松
が
生
え
、
両
脇
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に
山
が
あ
る
と
い
う
。
ま
さ
に
天
声
人
語
ど
お
り
で
あ
る
。
こ
れ
は
想
像
し
て
作
っ
た
話
で
は
な
く
、
古
代
人
に
は
本
当
に
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
の
仕
業
に
見
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
追
放
さ
れ
た
ス
サ
ノ
ヲ
は
八
岐
大
蛇
を
退
治
し
て
出
雲
で
は
箔
の
つ
い
た
、
存
在
価
値
の
あ
る
神
と
な
っ
た
。
武
光
誠
は
、
出
雲
神
話
に
ア
マ
テ
ラ
ス
が
加
わ
る
の
は
六
世
紀
初
め
と
す
る
。
と
こ
ろ
で
ア
マ
テ
ラ
ス
が
初
出
す
る
の
は
天
孫
降
臨
の
前
に
、
神
々
を
葦
原
中
国
に
視
察
に
出
す
場
面
で
、
指
令
は
、『
一
書
第
二
』
が
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
、『
日
本
書
紀
』
は
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
で
あ
る
も
の
の
、
ア
マ
テ
ラ
ス
の
子
が
で
て
く
る
。『
古
事
記
』
は
ア
マ
テ
ラ
ス
と
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
、『
一
書
第
一
』
は
ア
マ
テ
ラ
ス
の
み
で
あ
る
。
原
話
に
は
、
日
神
は
ど
こ
に
も
出
て
こ
な
い
。
次
に
出
雲
神
話
と
日
向
神
話
を
結
び
つ
け
た
の
は
、
ス
サ
ノ
ヲ
の
子
孫
で
あ
る
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
で
あ
っ
た
。
日
向
神
話
が
い
つ
で
き
た
か
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
国
土
が
で
き
れ
ば
人
が
い
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
高
天
の
原
神
話
で
、
国
産
み
の
あ
と
、
亡
く
な
っ
た
イ
ザ
ナ
ミ
は
人
間
を
一
日
千
人
死
な
す
と
い
う
の
に
対
し
て
イ
ザ
ナ
キ
は
一
日
千
五
百
人
産
む
と
し
て
い
る
（『
古
事
記
』、『
日
本
書
紀
』）。
と
こ
ろ
が
天
皇
の
系
統
は
、
天
孫
降
臨
に
よ
る
。
天
孫
降
臨
の
元
話
に
つ
い
て
は
、
先
に
四
五
四
年
の
日
食
の
可
能
性
に
つ
い
て
述
べ
た
。
溝
口
は
、
こ
の
話
の
元
を
、
同
じ
く
五
世
紀
初
頭
に
朝
鮮
半
島
か
ら
移
入
し
た
も
の
と
い
う
。
『
日
本
書
紀
』、『
一
書
第
四
』、『
一
書
第
六
』
で
は
天
孫
降
臨
は
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
の
指
令
に
よ
る
と
さ
れ
、
原
話
も
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
だ
け
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
『
一
書
第
二
』
で
は
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
と
ア
マ
テ
ラ
ス
に
な
り
、『
古
事
記
』
で
は
ア
マ
テ
ラ
ス
と
タ
カ
ギ
、『
一
書
第
一
』
で
は
ア
マ
テ
ラ
ス
に
な
っ
た
。
降
臨
に
は
『
古
事
記
』
で
は
天
岩
戸
神
話
の
神
々
（『
一
書
第
一
』
も
ほ
ぼ
同
じ
）
と
武
装
し
て
先
導
す
る
大
友
氏
の
祖
神
の
ア
メ
ノ
オ
シ
ヒ
と
久
米
氏
の
祖
神
の
ア
マ
ツ
ク
メ
（
二
神
は
『
一
書
第
四
』
に
も
あ
る
）
が
で
て
く
る
。
大
友
、
久
米
両
家
は
軍
事
で
活
躍
専修人文論集９７号 84
し
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。
降
臨
の
地
は
ど
の
書
も
「
日
向
の
高
千
穂
」
を
冠
し
た
峰
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
宮
崎
の
高
千
穂
だ
と
か
、
鹿
児
島
の
高
千
穂
峰
だ
と
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
筑
紫
、
出
雲
、
天
香
久
山
、
高
千
穂
な
ど
は
実
在
す
る
名
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
借
り
物
で
、
そ
れ
以
下
の
神
話
の
地
名
は
す
べ
て
仮
名
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
か
ら
、
ま
ず
天
孫
降
臨
の
原
話
に
、
順
序
は
不
明
な
が
ら
当
初
の
皇
祖
神
は
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
（『
日
本
書
紀
』）
で
あ
り
、
岩
戸
日
食
後
に
岩
戸
神
話
の
神
々
（
一
部
の
神
々
は
降
臨
原
話
の
方
が
先
か
）
や
、
出
雲
神
話
の
視
察
、
国
譲
り
話
が
加
わ
っ
た
。
初
期
に
は
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
が
主
導
し
て
い
た
が
、
お
そ
ら
く
皇
祖
神
に
な
っ
て
ア
マ
テ
ラ
ス
が
加
わ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
か
ら
、
先
に
で
き
た
降
臨
原
話
や
葺
原
中
国

察
神
話
で
は
、
皇
祖
神
は
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
で
あ
っ
た
。
ア
マ
テ
ラ
ス
が
皇
祖
神
と
し
て
加
わ
る
と
視
察
で
は
と
も
か
く
、
降
臨
で
主
命
者
が
並
立
す
る
の
は
不
自
然
で
あ
る
。
そ
こ
で
『
古
事
記
』
で
は
ア
マ
テ
ラ
ス
と
タ
カ
ギ
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
海
幸
彦
、
山
幸
彦
神
話
で
は
潮
の
干
満
を
題
材
に
し
て
い
る
。
こ
こ
ま
で
の
こ
と
を
簡
単
に
ま
と
め
て
み
る
と
、
私
見
が
肯
定
で
き
る
と
す
る
と
、
こ
の
神
話
は
多
く
を
自
然
に
題
材
を
得
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
古
代
人
の
神
は
、
天
つ
神
と
国
つ
神
が
あ
り
、
原
神
、
創
造
神
、
支
配
神
、
自
然
神
、
祖
神
、
守
護
神
、
森
羅
万
象
の
神
、
邪
神
な
ど
が
あ
り
、
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
神
話
と
同
様
に
人
間
の
よ
う
な
身
体
、
男
女
の
別
、
人
間
の
よ
う
な
感
情
、
人
間
の
よ
う
な
行
い
を
し
、
人
間
の
よ
う
に
産
み
、
生
ま
れ
、
死
ぬ
、
高
い
能
力
を
持
つ
存
在
と
考
え
た
よ
う
だ
。
こ
の
世
の
始
ま
り
に
つ
い
て
は
、『
日
本
書
紀
』
に
は
混
沌
か
ら
天
が
で
き
神
が
出
現
す
る
が
、『
古
事
記
』
で
は
天
地
混
沌
の
と
き
に
別
天
つ
神
、
神
世
七
代
の
神
が
現
れ
、
国
産
み
か
ら
始
ま
る
。
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古
代
人
に
と
っ
て
、
天
変
地
異
は
脅
威
で
、
皆
既
日
食
で
時
な
ら
ぬ
闇
に
な
っ
た
こ
と
で
、
何
か
良
く
な
い
こ
と
が
起
こ
る
と
感
じ
、
良
く
な
い
こ
と
が
起
き
た
の
で
日
神
は
天
岩
戸
に
隠
れ
た
と
考
え
た
。
災
害
は
ス
サ
ノ
ヲ
が
起
こ
し
て
い
る
と
し
、
水
害
、
山
崩
れ
で
犠
牲
者
を
出
し
て
い
る
の
は
ヤ
マ
タ
ノ
ヲ
ロ
チ
だ
と
考
え
た
。
も
う
一
つ
の
問
題
は
渡
来
話
の
問
題
で
あ
る
。『
古
事
記
』
の
三
貴
子
出
生
は
盤
古
神
話
に
類
似
し
て
い
る
。
天
の
岩
戸
話
は
東
南
ア
ジ
ア
の
日
食
神
話
や
、
太
陽
を
失
っ
て
鶏
で
呼
び
戻
す
神
話
な
ど
が
あ
る
。
オ
ロ
チ
の
話
は
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
の
話
に
類
似
す
る
話
が
あ
る
。
天
孫
降
臨
話
は
、
古
代
朝
鮮
半
島
に
起
こ
っ
た
王
国
の
始
祖
神
話
が
類
似
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。
た
だ
し
壇
君
神
話
は
文
書
で
み
ら
れ
る
の
は
一
三
世
紀
と
い
わ
れ
る
。
海
幸
、
山
幸
も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
に
類
似
し
た
話
が
あ
る
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
聖
書
の
創
世
記
に
も
日
本
神
話
に
類
似
し
た
話
が
幾
つ
も
あ
る
。
た
と
え
ば
ヨ
セ
フ
と
『
古
事
記
』
の
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
は
ど
ち
ら
も
大
勢
の
兄
弟
の
末
っ
子
で
、
兄
た
ち
に
死
ぬ
よ
う
な
い
じ
め
を
受
け
、
最
後
に
成
功
す
る
。
琴
座
の
琴
の
奏
者
オ
ル
ぺ
ウ
ス
は
、
『
古
事
記
』
の
イ
ザ
ナ
キ
の
よ
う
に
死
ん
だ
妻
に
会
い
に
行
く
が
、
両
者
と
も
見
て
は
い
け
な
い
と
い
う
禁
を
犯
し
て
し
ま
う
。
こ
れ
ら
は
、
と
て
も
渡
来
し
た
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
ス
サ
ノ
ヲ
も
神
話
学
で
は
ト
リ
ッ
ク
ス
タ
ー
と
さ
れ
る
。
オ
ロ
チ
の
話
も
神
話
学
で
は
ペ
ル
セ
ウ
ス
・
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
型
と
言
わ
れ
る
。
神
話
に
類
似
性
は
つ
き
も
の
で
、
こ
れ
は
科
学
や
合
理
的
な
根
拠
を
も
た
な
い
古
代
人
に
、
ユ
ン
ク
の
集
合
的
無
意
識
の
よ
う
な
共
通
し
た
認
知
の
仕
方
が
あ
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
渡
来
の
痕
跡
も
否
定
で
き
な
い
が
、
原
話
が
渡
来
し
た
も
の
と
い
う
の
は
少
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
神
話
が
形
を
な
す
に
は
、
初
期
の
も
の
は
四
世
紀
（
小
山
義
治
等
）
か
ら
終
期
は
七
世
紀
（
後
藤
守
一
、
門
脇
禎
二
等
）
ま
で
か
か
っ
て
い
る
と
い
う
。
神
話
だ
か
ら
古
い
と
い
う
こ
と
か
ら
縄
文
や
弥
生
時
代
の
も
の
を
持
ち
出
し
た
説
明
が
時
々
見
受
け
ら
れ
る
が
根
拠
が
確
か
で
は
な
専修人文論集９７号 86
い
。
ま
た
神
話
と
い
う
こ
と
で
戦
前
の
天
文
学
者
は
紀
元
前
の
日
食
を
求
め
、
戦
後
の
天
文
学
者
は
紀
元
後
の
日
食
に
目
を
向
け
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
古
い
ほ
う
に
向
く
傾
向
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
五
二
二
年
の
日
食
を
提
唱
し
た
こ
と
に
、
新
し
す
ぎ
る
と
す
る
向
も
あ
ろ
う
か
と
思
う
。
し
か
し
神
話
は
あ
る
時
代
の
人
間
が
作
っ
た
も
の
で
、
神
話
の
で
き
た
当
時
の
風
俗
や
、
道
具
は
そ
の
時
代
に
合
っ
た
も
の
で
の
説
明
は
十
分
に
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
。
神
話
に
つ
い
て
い
え
ば
、『
日
本
書
紀
』
は
伝
わ
っ
て
き
た
話
を
比
較
的
忠
実
に
集
め
て
い
て
、
多
く
の
違
話
が
あ
る
の
は
、
文
字
と
紙
が
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
『
一
書
』
を
見
る
と
、
各
所
で
単
な
る
記
憶
の
間
違
い
と
は
言
い
切
れ
な
い
付
け
足
し
が
あ
る
。
一
方
『
古
事
記
』
は
旧
辞
を
基
に
偽
り
を
た
だ
し
と
し
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
太
安
麻
呂
は
小
説
家
の
よ
う
な
立
場
で
、
よ
り
一
貫
性
が
あ
り
、
か
つ
皇
統
に
つ
な
が
る
話
に
し
て
『
古
事
記
』
と
し
て
残
し
た
と
い
う
印
象
で
あ
る
。
最
後
に
神
話
の
研
究
で
も
学
問
に
よ
っ
て
異
な
っ
た
理
解
が
出
て
く
る
。
専
門
家
と
い
う
の
は
、
ど
の
分
野
で
も
見
ら
れ
る
が
、
自
分
の
専
門
に
引
き
込
ん
で
、
か
え
っ
て
端
か
ら
見
る
素
人
に
も
奇
矯
と
思
え
る
よ
う
な
論
を
述
べ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
。
群
盲
象
を
評
す
と
い
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。
そ
れ
を
避
け
る
手
段
の
一
つ
が
学
際
的
に
研
究
す
る
こ
と
で
あ
る
。
私
の
専
門
は
犯
罪
心
理
学
で
、
犯
罪
の
研
究
に
は
学
際
的
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
で
あ
る
。
驚
く
こ
と
に
、
す
で
に
大
正
時
代
に
次
田
淳
『
古
事
記
新
講
』
と
い
う
本
で
は
考
古
学
、
神
話
学
、
民
俗
学
、
文
化
史
を
駆
使
し
て
書
か
れ
て
い
る
そ
う
で
あ
る
。
今
回
は
日
食
説
を
と
り
、
大
袈
裟
に
言
え
ば
、
考
古
学
、
歴
史
学
特
に
古
代
史
、
国
文
学
、
神
話
学
、
文
化
人
類
学
、
天
文
学
、
地
球
物
理
学
、
心
理
学
、
精
神
医
学
及
び
学
術
論
文
で
は
あ
ま
り
な
い
雑
学
的
な
も
の
な
ど
を
用
い
て
仮
説
を
た
て
た
。
も
ち
ろ
ん
専
門
外
の
も
の
ば
か
り
で
、
に
わ
か
勉
強
も
あ
る
の
で
、
合
理
的
で
疑
い
の
な
い
仮
説
と
は
い
か
な
い
し
、
都
合
の
い
い
、
い
い
と
こ
取
り
し
た
と
こ
ろ
も
あ
ろ
う
。
ご
叱
正
を
賜
り
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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多
く
は
筆
者
の
独
断
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
が
、
天
文
学
的
問
題
に
つ
い
て
は
東
京
国
立
天
文
台
の
谷
川
清
隆
、
相
馬
充
両
氏
に
相
談
に
の
っ
て
頂
き
、
文
献
を
頂
戴
し
た
。
ま
た
竹
迫
忍
氏
は
日
食
に
関
す
る
多
く
の
有
用
な
資
料
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
開
し
て
お
ら
れ
、
大
変
有
難
か
っ
た
。
こ
こ
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
私
と
し
て
は
、
戦
前
の
青
年
時
代
以
来
持
ち
続
け
て
き
た
天
岩
戸
神
話
は
皆
既
日
食
で
あ
る
と
い
う
信
念
が
よ
う
や
く
解
決
に
導
け
た
と
い
う
心
境
で
あ
る
。
（
脱
校
後
に
、
竹
迫
氏
は
新
し
い
章
動
や
歳
差
を
入
れ
たE
m
ap３
．２０
を
発
表
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
論
旨
を
修
正
す
る
こ
と
は
少
な
い
と
思
わ
れ
る
。）
注注
一
筆
者
は
同
趣
旨
の
も
の
を
渡
辺
敏
夫
の
計
算
に
基
づ
い
て
書
い
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
時
は
、
出
雲
で
み
た
五
二
二
年
の
皆
既
日
食
を
本
命
と
し
た
。
本
稿
は
、
前
稿
を
再
検
討
し
、
改
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。
森
武
夫
岩
戸
神
話
考
ー
学
際
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
試
み
専
修
大
学
人
文
科
学
研
究
所
月
報
一
九
六
号
二
〇
〇
一
注
二
各
章
で
各
種
古
典
文
学
全
集
の
『
古
事
記
』』『
日
本
書
記
』『
風
土
記
』
の
ほ
か
、
次
の
も
の
を
参
考
に
し
た
。
神
田
典
城
対
照
神
代
記
紀
笠
間
書
店
二
〇
〇
五
福
永
武
彦
古
事
記
河
出
文
庫
二
〇
〇
五
三
浦
佑
之
口
語
訳
古
事
記
文
芸
春
秋
社
二
〇
〇
二
斉
藤
正
二
古
事
記
の
物
語
八
坂
書
房
一
九
八
九
白
江
恒
夫
天
石
屋
戸
祭
祀
の
伝
承
上
田
正
昭
編
古
事
記
の
新
研
究
西
郷
信
綱
古
事
記
研
究
未
来
社
二
〇
〇
六
西
郷
信
綱
古
事
記
注
釈
第
一
〜
三
巻
ち
く
ま
学
芸
文
庫
二
〇
〇
五
専修人文論集９７号 88
注
三
一
般
的
な
考
古
学
的
事
項
に
つ
い
て
は
次
の
も
の
を
参
考
に
し
た
考
古
学
講
座
一
〜
一
一
雄
山
閣
日
本
歴
史
館
小
学
館
新
日
本
考
古
学
小
辞
典
ニ
ュ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
社
日
本
歴
史
事
典
旺
文
社
日
本
百
科
全
書
小
学
館
国
立
博
物
館
、
専
門
誌
・
新
聞
報
道
山
口
佳
紀
・
神
野
志
隆
光
校
注
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
古
事
記
小
学
館
山
上
伊
豆
母
慟
哭
の
ス
サ
ノ
ヲ
「
出
雲
」
建
国
（
上
田
正
昭
編
古
事
記
の
新
研
究
所
収
）
学
生
社
二
〇
〇
六
鳥
越
憲
三
郎
中
国
正
史
倭
人
・
倭
国
伝
全
釈
中
央
公
論
新
社
二
〇
〇
四
西
谷
正
魏
志
倭
人
伝
の
考
古
学
学
生
社
二
〇
〇
九
藤
堂
明
保
・
武
田
晃
・
景
山
輝
国
編
倭
国
伝
講
談
社
学
術
文
庫
二
〇
一
〇
佐
原
真
魏
志
倭
人
伝
の
考
古
学
岩
波
現
代
文
庫
二
〇
〇
三
注
四
歴
史
に
つ
い
て
は
次
の
書
を
参
考
に
し
た
歴
史
学
研
究
会
日
本
歴
史
年
表
岩
波
書
店
一
九
九
八
日
本
史
事
典
旺
文
社
大
日
本
百
科
事
典
上
田
正
昭
日
本
神
話
岩
波
新
書
二
〇
〇
三
日
本
歴
史
館
小
学
館
一
九
九
三
東
京
の
池
田
勝
利
氏
は
、
九
州
の
装
飾
古
墳
の
絵
を
彩
色
模
写
し
て
お
ら
れ
る
。
松
前
健
出
雲
神
話
講
談
社
現
代
新
書
一
九
七
六
水
谷
千
秋
謎
の
大
王
継
体
天
皇
文
春
新
書
二
〇
〇
一
吉
村
武
彦
編
著
古
代
史
の
基
礎
知
識
角
川
選
書
二
〇
〇
七
前
田
春
人
古
代
出
雲
吉
川
広
文
館
二
〇
〇
六
89 記紀天の岩戸神話の真実（森）
水
野
祐
古
代
出
雲
吉
川
広
文
館
一
九
七
二
参
考
文
献
一門
脇
禎
二
古
代
出
雲
講
談
社
学
術
文
庫
二
〇
〇
三
二中
西
進
日
本
神
話
の
世
界
平
凡
社
一
九
九
一
佐
藤
高
「
古
事
記
」
を
歩
く
知
恵
の
森
文
庫
二
〇
〇
〇
梅
原
猛
天
皇
家
の

ふ
る
さ
と

日
向
を
ゆ
く
新
潮
文
庫
二
〇
〇
五
高
橋
鐵
日
本
の
神
話
河
出
文
庫
一
九
九
一
大
林
太
良
日
本
神
話
の
起
源
徳
間
文
庫
一
九
九
〇
伊
藤
清
司
中
国
の
神
話
・
伝
説
東
方
書
店
一
九
九
六
伊
東
清
司
中
国
の
神
話
伝
説
自
由
国
民
社
吉
田
敦
彦
日
本
神
話
の
源
流
講
談
社
現
代
新
書
一
九
七
六
N
H
K
日
本
人
は
る
か
な
る
旅
第
四
巻
イ
ネ
知
ら
れ
ざ
る
１
万
年
の
旅
N
H
K
出
版
局
吉
田
敦
彦
日
本
神
話
の
な
り
た
ち
青
土
社
一
九
九
二
勝
又
隆
星
座
で
読
み
解
く
日
本
神
話
大
修
舘
書
店
二
〇
〇
〇
北
沢
方
邦
古
事
記
の
宇
宙
論
（
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
）
平
凡
社
新
書
二
〇
〇
五
榊
晶
一
郎
星
空
の
卑
弥
呼
上
・
下
大
洋
出
版
社
二
〇
〇
四
織
田
尚
生
王
権
の
心
理
学
第
三
文
明
社
一
九
九
〇
河
合
隼
雄
神
話
の
心
理
学
大
和
書
房
二
〇
〇
六
林
道
義
日
本
神
話
の
英
雄
た
ち
文
春
新
書
二
〇
〇
三
河
合
隼
雄
神
話
学
（
臨
床
心
理
学
体
系
１５
臨
床
心
理
学
の
周
辺
所
収
）
金
子
書
房
一
九
九
一
専修人文論集９７号 90
井
沢
元
彦
卑
弥
呼
伝
説
実
業
之
日
本
社
一
九
九
一
井
沢
元
彦
逆
説
の
日
本
史
一
小
学
館
一
九
九
三
井
沢
元
彦
ビ
ジ
ュ
ア
ル
版
逆
説
の
日
本
史
上
小
学
館
二
〇
〇
八
寺
田
寅
彦
神
話
と
地
球
物
理
学
松
村
武
雄
日
本
神
話
の
研
究
培
風
館
第
一
巻
、
第
三
巻
一
九
五
四
、
一
九
五
六
三斉
藤
国
治
古
天
文
学
の
道
原
書
房
一
九
九
〇
古
在
由
秀
天
文
学
講
和
丸
善
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
一
九
九
一
古
在
由
秀
東
大
公
開
講
座
：
時
間
東
大
出
版
会
一
九
九
一
渡
辺
敏
夫
日
食
月
食
宝
典
雄
山
閣
一
九
七
九
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古
天
文
の
部
屋
ア
ス
ト
ロ
ア
ー
ツ
日
食
計
算
ソ
フ
ト
ア
ス
ト
ロ
ア
ー
ツ
ス
テ
ラ
・
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
v
e
r
５
ア
ス
キ
ー
出
版
局
二
〇
〇
一
四斉
藤
国
治
・
小
沢
賢
二
中
国
古
代
の
天
文
記
録
の
検
証
雄
山
閣
一
九
九
二
五荒
木
俊
馬
日
本
古
代
の
天
文
暦
術
科
学
知
識
一
二
巻
一
号
一
九
四
〇
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荒
木
俊
馬
天
文
年
代
学
講
話
恒
星
社
厚
生
閣
一
九
五
一
斉
藤
国
治
古
天
文
学
ー
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
計
算
と
演
習
恒
星
社
厚
生
閣
一
九
八
九
斉
藤
国
治
古
天
文
学
の
散
歩
道
原
書
房
一
九
九
〇
斉
藤
国
治
宇
宙
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
雄
山
閣
一
九
九
五
谷
川
清
隆
・
相
馬
充
『
天
の
磐
戸
』
日
食
候
補
に
つ
い
て
国
立
天
文
台
報
一
三
巻
二
〇
一
〇
相
馬
充
・
谷
川
清
隆
ほ
ぼ
同
時
日
食
に
よ
る
古
代
の
地
球
時
点
変
動
M
itsuru.Som
a@
nao,ac.jp,tanikaw
a.ky@
nao.ac.jp
鈴
木
敬
信
日
食
と
月
食
恒
星
社
厚
生
閣
安
本
美
典
倭
王
卑
弥
呼
と
天
照
大
御
伝
承
勉
誠
出
版
二
〇
〇
三
佐
原
真
魏
志
倭
人
伝
の
考
古
学
岩
波
現
代
文
庫
二
〇
〇
三
鳥
越
憲
三
郎
中
国
正
史
倭
人
・
倭
国
伝
全
釈
中
央
公
論
新
社
二
〇
〇
四
六N
H
K
ス
ペ
シ
ャ
ル
大
王
陵
発
掘
！
巨
大
は
に
わ
と
継
体
天
皇
の
謎
日
本
放
送
出
版
協
会
二
〇
〇
四
N
H
K
ス
ペ
シ
ャ
ル
史
上
初
・
大
王
陵
巨
大
埴
輪
群
発
掘
二
〇
〇
三
・
八
・
三
〇
放
映
七後
藤
守
一
古
事
記
に
見
え
た
生
活
文
化
（
坂
本
太
郎
編
古
事
記
大
成
４
所
収
）
平
凡
社
神
田
英
夫
古
事
記
の
構
造
明
治
書
院
一
九
五
九
上
田
正
昭
日
本
神
話
の
世
界
創
元
社
一
九
六
七
小
山
義
治
日
本
神
話
と
祭
祀
遺
跡
講
座
日
本
の
神
話
１２
日
本
の
神
話
と
考
古
学
有
精
堂
出
版
一
九
七
八
門
脇
禎
二
古
代
出
雲
講
談
社
学
術
文
庫
二
〇
〇
三
直
木
孝
次
郎
古
代
国
家
と
宗
教
（
講
座
日
本
神
話
）
三
宅
和
朗
記
紀
神
話
の
成
立
吉
川
弘
文
館
一
九
八
四
筑
紫
申
信
ア
マ
テ
ラ
ス
の
誕
生
講
談
社
学
術
文
庫
二
〇
〇
二
専修人文論集９７号 92
千
田
稔
伊
勢
神
宮
―
東
ア
ジ
ア
の
ア
マ
テ
ラ
ス
中
公
新
書
二
〇
〇
五
和
辻
哲
郎
新
稿
日
本
古
代
文
化
津
田
左
右
吉
津
田
左
右
吉
全
集
第
一
巻
岩
波
書
店
一
九
六
三
加
藤
真
司
古
事
記
が
明
か
す
邪
馬
台
国
の
謎
歴
史
群
像
新
書
学
習
研
究
社
一
九
九
四
武
光
誠
古
代
人
た
ち
の
神
信
仰
と
記
紀
神
話
歴
史
と
旅
二
〇
〇
一
八
月
号
武
光
誠
面
白
す
ぎ
る
日
本
神
話
と
古
代
史
の
謎
リ
イ
ド
文
庫
二
〇
〇
五
武
光
誠
日
本
人
な
ら
知
っ
て
お
き
た
い
古
代
神
話
夢
新
書
河
出
書
房
新
社
二
〇
〇
五
武
光
誠
知
っ
て
お
き
た
い
日
本
の
神
様
角
川
文
庫
二
〇
〇
五
工
藤
隆
古
事
記
の
起
源
中
公
新
書
二
〇
〇
六
吉
田
敦
彦
ビ
ジ
ュ
ア
ル
図
解
シ
リ
ー
ズ
日
本
神
話
PH
P
研
究
所
二
〇
〇
六
鳥
越
憲
三
郎
出
雲
神
話
の
誕
生
講
談
社
学
術
文
庫
二
〇
〇
六
澤
田
洋
太
郎
出
雲
神
話
の
謎
を
解
く
新
泉
社
一
九
九
五
森
田
康
之
助
日
本
神
話
に
お
け
る
出
雲
講
座
日
本
の
神
話
５
一
九
七
六
溝
口
睦
子
ア
マ
テ
ラ
ス
の
誕
生
岩
波
新
書
二
〇
〇
九
吉
田
敦
彦
縄
文
の
神
話
青
土
社
千
家
尊
統
出
雲
大
社
学
生
社
松
前
健
出
雲
神
話
講
談
社
現
代
新
書
一
九
七
六
祖
父
江
孝
男
文
化
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
弘
文
堂
ケ
レ
ー
ニ
ィ
／
ユ
ン
グ
杉
浦
忠
夫
訳
神
話
学
入
門
一
九
七
五
晶
文
社
